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大
政
奉
還
の
直
後
、
慶
鷹
三
年
十
月
二
十
二
日
、
新
政
府
は
徳
川
慶
喜
の
伺
い
に
劃
し
、
奮
幕
府
の
天
領
に
は
專
ら
幕
府
法
が
、
各
藩
に
は
そ

れ
ぞ
れ
藩
法
が
施
行
さ
れ
て
い
た
徳
川
時
代
の
慣
例
を
暫
定
的
に
み
と
め
る
旨
の
指
示
を
あ
た
え
た
が
、
そ
の
後
約
一
力
年
、
東
北
の
内
飢
も
よ

う
や
く
治
ま
り
、
函
館
に
擦
る
榎
本
武
揚
の
軍
を
の
ぞ
い
て
國
内
も
ほ
ぼ
耶
静
に
か
え
つ
た
明
治
元
年
十
月
晦
日
の
行
政
官
達
及
び
十
一
月
十
三

日
の
太
政
官
達
を
以
て
新
政
府
の
行
刑
方
針
の
大
綱
を
全
國
の
府
、
藩
、
縣
に
指
令
し
た
。
こ
れ
ら
の
達
は
後
に
述
べ
る
よ
う
に
簡
軍
な
も
の
で

は
あ
る
が
、
新
政
府
が
自
己
の
刑
事
方
針
を
は
じ
め
て
明
示
し
た
も
の
で
あ
つ
一
、
き
わ
め
て
注
目
す
べ
き
指
令
で
あ
る
。
奮
天
領
に
置
か
れ
た

　
　
　
（
1
）

府
、
縣
は
別
と
し
て
、
ま
だ
凋
立
の
統
治
形
態
を
保
欝
し
て
い
た
全
國
の
す
べ
て
の
藩
が
、
即
時
に
こ
の
達
を
遜
守
、
實
行
し
た
も
の
と
は
考
え

ら
れ
な
い
が
、
新
政
府
の
基
礎
が
確
立
す
る
に
從
い
、
そ
の
達
の
内
容
が
全
國
の
藩
法
に
滲
透
し
て
い
つ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
こ
の
際
、
奮
來

の
藩
法
を
新
政
府
達
の
線
に
そ
つ
て
再
編
成
し
、
あ
た
ら
し
い
成
文
刑
法
典
を
制
定
し
た
藩
が
存
在
し
た
こ
と
は
十
分
推
察
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ

ろ
う
。
こ
の
方
面
の
研
究
に
先
鞭
を
つ
け
ら
れ
た
の
は
小
早
川
欣
吾
教
授
で
あ
る
。
教
授
は
周
知
の
ぐ
と
く
明
治
法
制
史
研
究
の
分
野
に
も
幾
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
ノ

の
か
が
や
く
業
績
を
遺
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
「
明
治
初
頭
に
お
け
る
二
三
の
藩
の
刑
法
典
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
論
文
は
、
こ
の
方
面
に
お
け
る

た
だ
一
つ
の
先
騙
的
勢
作
で
あ
る
。
教
授
は
こ
の
研
究
の
中
で
、
仙
毫
藩
の
「
刑
法
局
格
例
調
」
を
あ
げ
詳
し
い
考
誼
を
加
え
て
お
ら
れ
る
。
教

　
　
　
刑
法
局
格
例
調
考
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局
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例
調
考
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へ
3
）

授
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
編
集
さ
れ
し
年
は
不
明
な
る
も
、
明
白
に
明
治
初
頭
に
編
纂
さ
れ
し
も
の
と
推
察
さ
れ
る
」
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
内
容

は
「
明
治
以
前
に
仙
盛
藩
に
於
て
行
わ
れ
し
刑
罰
例
を
集
成
し
整
序
し
た
る
も
の
で
あ
つ
て
、
極
め
て
断
片
的
で
は
あ
る
が
政
府
の
律
改
正
の
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ノ

響
を
受
け
て
い
る
貼
は
疑
な
き
所
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
教
授
は
そ
れ
が
前
述
の
新
政
府
の
刑
事
方
針
に
準
嫁
し
て
編
纂
さ

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
に
考
察
さ
れ
た
れ
ば
こ
そ
、
そ
れ
を
「
明
治
初
頭
に
於
け
る
」
「
藩
の
刑
典
」

中
に
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
私
は
そ
の
よ
う
な
教
授
の
見
解
に
封
し
て
は
遺
憾
な
が
ら
賛
意
を
表
し
え
な
い
。
私
見
に
よ
れ
ば
後
に
詳
し

く
述
べ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
む
し
ろ
仙
毫
藩
刑
事
先
例
の
軍
な
る
調
査
書
と
解
す
べ
き
で
あ
つ
て
、
そ
れ
を
「
明
治
初
頭
」
の
「
藩
の
刑
典
」
と

い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
れ
る
こ
と
に
は
、
多
大
の
躊
躇
を
感
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
つ
て
徳
川
時
代
雄
藩
の
一
つ
で
あ
つ
た
仙
墓
藩
に
お
い

て
、
犯
罪
者
に
封
し
て
ど
の
よ
う
な
庭
刑
方
針
が
採
ら
れ
て
い
た
か
、
年
代
的
に
は
少
く
と
も
徳
川
末
期
、
維
新
直
後
に
お
け
る
不
支
刑
法
の
實

態
を
知
り
う
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
は
幕
府
法
と
の
比
較
封
照
の
鮎
に
お
い
て
も
、
ま
こ
と
．
に
貴
重
な
資
料
を
提
供
す
る
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら

な
い
。

　
私
は
本
稿
に
お
い
て
、
「
刑
法
局
格
例
調
」
の
名
構
、
成
立
時
期
、
性
格
等
を
考
詮
し
、
そ
れ
を
中
心
と
し
て
仙
墓
藩
刑
法
の
概
要
を
考
察
し
て

み
た
い
と
思
う
o

　
（
1
）
　
府
は
奮
幕
時
代
、
主
と
し
て
奉
行
又
は
城
代
、
所
司
代
の
支
配
地
に
置
か
れ
・
縣
は
主
と
し
て
郡
代
、
代
官
の
支
配
地
に
置
か
れ
た
。
元
年
＋
一
月
＋
三

　
　
　
日
現
左
に
て
、
九
府
＋
五
縣
が
あ
る
。

　
（
2
）
　
小
早
川
欣
吾
著
「
明
治
法
制
叢
考
」
二
五
八
頁
以
下
所
牧
。
「
刑
法
局
格
例
調
」
以
外
に
、
岡
山
藩
の
新
律
（
二
年
六
月
）
、
松
山
藩
の
士
族
刑
典
（
二
年

　
　
　
＋
一
月
）
、
金
澤
藩
の
改
正
刑
律
（
三
年
一
月
）
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
（
3
×
4
）
　
小
早
川
前
掲
書
二
八
五
頁
二
九
九
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
小
早
川
教
授
の
あ
げ
ら
れ
た
「
刑
法
局
格
例
調
」
は
京
都
大
學
の
牧
藏
書
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
大
正
四
年
、
奮
東
京
帝
國
大
學
所
藏
の
評
定
所



詑
録
を
京
都
大
學
が
複
爲
し
た
際
、
同
記
録
中
に
混
入
し
て
い
た
藩
刑
法
十
種
の
｝
つ
で
あ
つ
て
、
三
浦
周
行
博
士
は
そ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

　
　
明
治
元
年
に
設
け
ら
れ
た
る
新
政
府
の
刑
法
局
が
、
刑
法
の
改
正
編
纂
に
資
せ
ん
が
爲
め
に
蒐
集
せ
る
も
の
に
し
て
、
許
定
所
の
記
録
を
同
局
に
引
縫
げ
る

　
爲
め
こ
れ
と
混
同
を
來
せ
る
も
の
の
如
く
、
其
範
園
は
全
國
諸
藩
の
一
部
に
止
ま
れ
り
と
錐
も
、
そ
れ
ら
の
大
部
分
が
涯
滅
に
瞬
し
了
れ
る
今
日
に
あ
り
て
は
、

　
何
れ
も
貴
重
の
法
制
史
料
た
る
を
失
は
ず
。
（
中
略
）
吾
人
は
是
等
十
藩
の
法
律
を
蒐
集
し
て
今
日
に
傳
え
し
刑
法
局
の
斯
學
に
劉
す
る
寄
與
決
し
て
鮮
少
な
ら

　
ざ
る
を
思
い
、
此
機
會
を
利
用
し
て
卿
表
彰
の
意
を
表
せ
ん
と
す
る
も
の
な
り
。

　
さ
ら
に
「
刑
法
局
格
例
調
」
に
つ
い
て
は
、

　
　
明
治
初
年
刑
法
局
の
絡
例
調
に
依
り
て
蒐
集
せ
ら
れ
た
る
奮
仙
肇
藩
の
刑
法
に
し
て
、
士
族
刑
法
に
始
ま
り
・
卒
族
以
下
刑
法
こ
れ
に
吹
ぎ
、
倫
理
ヲ
素
ル

類
．
殺
人
姦
．
雛
之
類
．
慧
轟
．
法
令
養
之
類
．
馨
姦
．
過
誤
薯
類
．
不
法
不
義
類
に
終
る
．
制
定
の
年
月
詳
ら
か
な
ら
ぎ
も
、
明
治

　
初
年
の
も
の
な
ら
ん
。

　
と
解
読
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
三
浦
博
士
は
明
治
元
年
の
刑
法
局
が
藩
刑
法
を
集
め
た
も
の
と
考
え
、
仙
毫
藩
の
「
刑
没
局
格
例
調
」
と
い

う
名
稻
は
、
新
政
府
の
「
刑
法
局
」
に
よ
る
仙
蔓
藩
の
「
格
例
調
」
と
い
う
意
味
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
明
治
初
期
に
お
け
る
新
政
府

の
司
法
官
億
は
刑
法
事
務
科
（
元
年
一
月
＋
七
日
）
、
刑
法
事
務
局
（
元
年
二
旦
一
百
）
、
刑
法
官
（
元
年
閏
四
月
二
＋
一
日
）
、
刑
部
省
（
二
年
七
月
八
日
）
、
司

法
省
（
四
年
七
月
九
日
）
と
攣
遽
し
た
の
で
あ
つ
て
、
刑
法
局
と
構
し
た
も
の
は
存
在
し
な
い
。
明
治
政
府
が
藩
刑
法
を
集
め
た
の
は
次
の
ご
と
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
3
）

司
法
省
の
時
代
で
あ
つ
た
。

　
司
法
省
布
達
漸
鱗
覇
都
顧
縣
府
縣

　
從
前
各
瀞
被
立
置
候
節
徳
川
氏
刑
法
ノ
外
其
藩
組
ヨ
リ
用
來
り
候
習
慣
ノ
法
律
或
ハ
法
律
二
類
シ
タ
ル
罰
則
並
二
罰
例
存
在
致
シ
居
候
分
く
本
年
三
月
迄
二
其

警
最
調
一
李
ッ
薯
へ
蕾
シ
串
篠
砦
建
候
事

　
「
明
治
史
要
」
に
は
、
そ
の
出
典
は
明
記
し
て
い
な
い
が
、
明
治
八
年
一
月
七
日
の
條
に
「
地
方
官
二
合
シ
テ
、
奮
諸
藩
ノ
法
律
罰
則
等
ヲ
徴

　
（
4
）

牧
ス
」
と
あ
る
。
前
述
藩
刑
法
十
種
の
一
つ
で
あ
る
和
歌
山
藩
國
律
に
つ
い
て
「
南
紀
徳
川
史
」
が
「
國
律
の
書
上
下
二
本
あ
り
し
が
、
明
治
八

　
　
　
刑
法
局
格
例
調
考
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刑
法
局
格
例
調
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

年
一
月
中
命
に
感
じ
て
和
歌
山
縣
よ
り
司
法
省
に
邊
呈
す
」
と
い
つ
て
い
る
の
は
、
こ
の
布
達
が
實
行
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
つ
て
お
り
、
そ
の
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
め
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
し
　
　
し
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ヤ

の
藩
法
も
、
同
年
司
法
省
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
を
推
測
せ
し
む
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
三
浦
博
士
が
「
明
治
元
年
に
設
け
ら
れ
た
る
新
政
府

ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

の
刑
法
局
が
－
…
蒐
集
し
た
云
汝
」
（
稀
囎
）
と
い
わ
れ
る
の
は
誤
解
で
あ
つ
て
、
そ
れ
ら
の
藩
法
は
明
治
八
年
司
法
省
に
よ
る
蒐
集
と
い
わ
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
三
浦
博
士
は
、
仙
蔓
藩
刑
法
が
「
刑
法
局
格
例
調
」
と
題
さ
れ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
そ
の
「
刑
法
局
」
と
い
う
名
欝
を
新
政
府
の

「
刑
法
事
務
局
」
ま
た
は
「
刑
法
官
」
と
混
同
し
、
そ
れ
ら
の
官
廉
が
藩
刑
法
の
調
査
、
蒐
集
を
行
つ
た
も
の
と
速
断
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
「
刑
法
局
格
例
調
」
が
司
法
省
に
よ
る
蒐
集
書
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
名
樗
は
如
何
に
理
解
す
べ
き
か
。
小
早
川
教
授
は
「
刑
法
局
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

仙
豪
藩
の
官
臆
名
に
當
て
て
次
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
。

　
併
し
刑
法
局
な
る
組
織
は
實
は
伯
豪
藩
の
朋
治
以
後
の
藩
政
改
革
に
も
見
え
て
ゐ
な
い
。
二
年
十
月
二
日
の
改
正
に
於
て
は
律
部
寮
が
あ
り
、
此
れ
が
糾
問
司

　
と
捕
亡
司
に
分
れ
て
を
る
の
で
あ
る
。
三
年
五
羽
の
改
正
に
於
て
は
勤
政
聴
中
に
「
左
ノ
係
ヲ
置
ク
」
と
し
て
刑
法
係
を
置
い
た
が
、
刑
法
局
は
此
の
刑
法
係

　
を
指
樗
し
た
も
の
か
、
筒
こ
れ
を
詳
細
に
し
得
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
　
　
　
　
（
9
）

　
教
授
が
典
擦
と
さ
れ
た
の
は
「
仙
毫
市
史
」
で
あ
る
が
、
そ
の
他
「
宮
城
縣
郷
土
史
年
表
」
「
宮
城
郡
誌
」
等
を
み
て
も
、
い
す
れ
も
明
治
二
年

十
月
及
び
三
年
五
月
の
藩
制
改
革
を
あ
げ
る
の
み
で
あ
つ
て
、
そ
の
官
制
に
刑
法
局
な
る
役
所
が
存
在
し
な
い
こ
と
は
小
早
川
教
授
の
指
摘
さ
れ

る
通
り
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
だ
か
ら
と
い
つ
て
維
新
後
、
明
治
二
年
十
月
ま
で
の
間
は
仙
盗
藩
が
全
く
從
來
の
藩
制
を
つ
づ
け
て
い
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
も

み
で
あ
つ
た
と
は
漸
定
で
き
な
い
。
い
い
か
え
れ
ば
、
こ
の
間
に
何
等
か
の
藩
政
改
革
が
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
ふ
し
が
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
元

年
十
月
二
十
八
日
行
政
官
布
告
「
藩
治
職
制
」
の
「
大
二
議
事
ノ
制
ヲ
立
テ
ル
ヘ
キ
ニ
付
藩
女
二
於
テ
モ
各
其
制
ヲ
立
ツ
ヘ
シ
」
，
に
も
と
づ
き
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

謂
藩
議
會
を
諸
藩
が
設
け
た
際
、
仙
盛
藩
に
お
い
て
も
二
年
四
月
議
事
局
を
新
設
し
た
事
實
が
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
議
長
は
櫻
田
良
佐
、
副
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12
）

長
は
三
好
清
篤
、
石
澤
俊
卒
等
で
あ
つ
た
と
い
わ
れ
、
そ
れ
が
藩
議
會
で
あ
つ
た
こ
と
は
「
仙
蔓
戌
辰
物
語
」
の
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
．
、
に
も
か

か
わ
ら
す
、
こ
の
重
要
な
史
實
は
前
掲
仙
毫
史
關
係
の
文
献
に
は
全
く
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
と
す
る
と
、
刑
法
局
な
る
役
所
も
明
治
二
年
十
月

以
前
に
新
設
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
間
が
ふ
か
ま
る
で
あ
ろ
う
。
い
ま
、
徳
川
時
代
に
藩
の
評
定
役
を
務
め
た
星
實
美
（
雄
記
）



　
　
　
　
　
　
（
B
）

の
碑
丈
を
み
る
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
も
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
し
　
　
ト

　
　
天
保
八
年
徒
目
付
を
以
て
仕
へ
…
…
明
治
二
年
刑
法
局
統
取
に
學
げ
ら
れ
、
職
に
在
る
ご
と
前
後
二
十
一
年
、
働
精
一
日
の
如
し
（
報
脇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
ヤ
　
　
　
も

　
と
い
う
注
目
す
べ
き
一
節
が
あ
る
。
こ
の
記
述
が
正
確
な
ら
ば
、
明
治
二
年
當
時
、
仙
嘉
藩
に
は
刑
法
局
な
る
役
所
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に

な
る
。
私
は
遺
憾
な
が
ら
刑
法
局
に
つ
い
て
、
こ
れ
以
外
の
史
料
を
見
出
し
え
な
い
が
、
「
刑
法
局
格
例
調
」
の
「
刑
法
局
」
は
明
治
二
年
十
月
以

前
に
仙
毫
藩
に
存
在
し
た
役
所
名
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
確
實
な
事
實
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
開
設
時
期
も
明
ら
か
で
な
い
が

備
中
淺
尾
藩
嚇
醐
碑
模
守
の
ご
と
く
藩
議
會
で
あ
る
公
議
局
設
置
（
三
年
七
月
）
と
同
時
に
、
不
完
全
な
が
ら
も
三
権
分
立
の
思
想
に
則
つ
て
司
法
局

　
　
　
　
　
（
1
4
）

を
設
け
た
藩
も
あ
つ
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
仙
毫
藩
に
お
い
て
も
議
事
局
開
設
の
際
、
從
來
の
評
定
所
を
改
組
し
て
刑
法
局
を
置
き
、
そ
れ
が

二
年
十
月
の
改
革
に
お
け
る
律
部
寮
の
前
身
と
な
つ
た
も
の
と
推
察
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
貼
に
つ
い
て
は
、
郷
土
史
研
究
家
に
よ
る
今
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

の
史
料
饗
見
を
期
待
し
て
止
ま
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
も
　
　
し

　
以
上
に
述
べ
た
私
の
考
詮
に
誤
り
が
な
け
れ
ば
、
京
大
本
「
刑
法
局
格
例
調
」
は
仙
蔓
藩
刑
法
局
の
「
格
例
調
」
で
あ
つ
て
、
明
治
八
年
宮
城

縣
が
司
法
省
に
提
出
し
た
原
本
は
、
多
く
の
評
定
所
記
録
と
共
に
惜
し
く
も
震
災
の
た
め
醤
東
京
帝
國
穴
學
に
て
嶢
失
し
た
が
、
そ
の
副
本
が
京

都
夫
學
に
傳
え
ら
れ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
1
）
　
三
浦
周
行
稿
「
失
は
れ
た
る
近
世
法
制
史
料
」
績
法
制
史
研
究
一
四
五
一
頁
一
四
五
二
頁
幅
四
五
八
頁
。

（
2
）
　
三
浦
前
掲
書
一
四
五
三
頁
。

（
3
）
　
法
規
分
類
大
全
刑
法
門
e
六
頁
。

（
4
）
　
明
治
史
要
（
束
大
史
料
編
纂
所
修
補
版
）
上
巻
四
〇
一
頁
。

（
5
）
　
南
紀
徳
川
史
第
＋
七
冊
一
〇
三
三
頁
。

（
6
）
　
小
早
川
前
掲
書
二
八
五
頁
。

（
7
）
　
仙
墓
市
史
（
昭
和
四
年
版
）
第
一
巻
輔
七
三
頁
i
一
八
八
頁
。

　
　
刑
法
局
格
例
調
考

五



　
　
刑
法
局
格
例
調
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

（
8
）
　
萄
地
勝
之
助
著
「
宮
城
縣
郷
上
史
年
表
」
（
昭
和
六
年
版
）
八
八
頁
ー
九
〇
頁
。

（
9
）
　
宮
城
縣
教
育
會
編
「
宮
城
郡
誌
」
二
八
八
頁
ー
二
九
〇
頁
。

（
1
0
）
　
藤
原
相
之
助
著
「
仙
墓
戌
辰
史
」
九
六
六
頁
。

（
n
ソ
　
佐
澤
廣
脾
傳
、
仙
盛
人
名
大
僻
書
四
四
五
頁
。
閃
み
に
佐
澤
は
議
事
局
議
員
で
あ
つ
た
人
で
あ
る
。

（
皿
）
　
橋
本
虎
之
助
著
「
仙
豪
戌
辰
物
語
」
三
三
一
買
i
三
三
二
頁
。

（
1
3
）
　
前
掲
仙
塵
市
史
八
三
七
頁
。
前
掲
人
名
大
蹴
書
九
三
四
頁
。

（
1
4
）
　
尾
佐
竹
猛
稿
「
藩
議
會
と
地
方
民
曾
」
⇔
明
治
丈
化
研
究
第
五
輯
三
頁
。

（
1
5
）
　
仙
豪
郷
土
史
關
係
の
丈
献
で
、
私
の
見
た
限
り
で
は
、
刑
法
局
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
は
な
い
。
識
者
の
御
教
示
を
乞
い
た
い
。

三

　
弐
に
「
刑
法
局
格
例
調
」
（
蝋
断
磁
鋼
嘲
）
の
性
格
を
ど
の
よ
う
に
考
う
べ
き
か
。
す
な
わ
ち
、
「
格
例
調
」
と
呼
ば
れ
る
名
構
が
端
的
に
示
す
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
わ
　
　
　
じ
　
　
　
め
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

に
、
軍
な
る
刑
事
先
例
調
査
書
と
解
す
べ
き
か
、
あ
る
い
は
ま
た
施
行
せ
ん
が
た
み
編
纂
し
た
刑
法
典
と
み
る
べ
き
か
を
究
明
し
た
い
。
こ
の
貼

は
そ
の
成
立
時
期
に
も
若
干
の
關
蓮
を
有
す
る
間
題
で
あ
る
か
ら
、
ま
す
前
節
で
述
べ
た
理
由
で
刑
法
局
の
開
設
を
明
治
二
年
と
假
定
し
、
し
た

が
つ
て
格
例
調
の
成
立
も
同
年
で
あ
つ
た
も
の
と
し
て
こ
の
問
題
を
考
え
て
み
た
い
。

　
e
格
例
調
に
み
ら
れ
る
流
刑
地
は
、
江
島
、
田
代
、
綱
地
等
の
牡
鹿
郡
内
の
離
島
で
あ
る
。
こ
の
牡
鹿
郡
は
、
成
辰
戦
雫
に
敗
れ
た
仙
墓
藩
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

降
伏
し
、
減
地
せ
ら
発
際
、
明
治
元
年
＋
二
早
青
、
上
野
高
崎
意
灌
醤
の
取
締
地
と
な
り
、
翌
二
年
七
旦
吉
、
本
吉
、
桃

隻
郡
と
共
霧
設
の
桃
生
縣
鵬
轡
編
入
さ
発
土
地
ε
る
．
そ
れ
で
あ
る
か
ら
明
塗
年
當
時
は
仙
蒙
堪
は
な
く
、
読
ら
の

　
島
へ
の
流
刑
は
元
年
十
二
月
以
降
不
可
能
と
な
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
格
例
調
が
そ
の
ま
ま
施
行
さ
る
べ
き
も
の
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
實

行
不
能
の
刑
を
規
定
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
ω
明
治
元
年
十
月
晦
月
の
行
政
官
達
の
要
旨
は
、
火
刑
の
慶
止
、
徒
刑
の
採
用
、
流
刑
地
を
北
海
道
に
限
定
す
る
こ
と
等
で
あ
り
、
十
一
月
十

　
三
日
太
政
官
達
の
要
旨
は
、
刑
を
死
（
臭
首
・
捌
首
・
絞
首
）
、
流
（
七
年
・
五
年
・
三
年
）
、
徒
（
二
年
二
年
牛
二
年
）
、
答
（
百
・
五
十
・
二
十
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
に
分
け
、
火
刑
及
び
盗
賊
の
流
刑
塵
止
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
達
は
も
ち
ろ
ん
簡
軍
な
大
綱
で
あ
つ
て
、
す
べ
て
の
犯
罪
を
こ
れ
に
よ
つ
て
律

　
せ
ん
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
奮
來
の
各
地
方
の
刑
事
慣
例
が
こ
れ
ら
の
達
に
よ
つ
て
示
さ
れ
た
部
分
だ
け
改
攣
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
特
に
幕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
府
法
で
は
原
則
的
に
探
用
さ
れ
て
い
な
か
つ
た
徒
刑
制
度
を
設
け
た
こ
と
は
著
し
い
特
長
で
あ
つ
牝
。
前
述
の
論
文
で
、
小
早
川
教
授
の
あ
げ

　
ら
れ
た
岡
山
藩
の
新
律
（
二
年
六
月
）
、
金
澤
藩
の
刑
典
（
三
年
一
月
）
、
は
、
い
す
れ
も
こ
の
達
の
内
容
を
從
來
の
刑
事
慣
例
に
加
え
て
編
纂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
徒
刑
制
も
探
ら
れ
て
い
る
。
七
か
る
に
格
例
調
に
お
い
て
は
、
い
す
れ
の
條
項
を
み
て
も
こ
れ
ら
の
達
の
影
響
を
う

　
け
た
と
考
え
ら
れ
る
内
容
は
絶
無
で
あ
る
。
明
治
元
年
九
月
十
五
日
、
新
政
府
軍
に
降
伏
し
た
仙
塵
藩
が
、
六
十
二
萬
石
を
二
十
八
萬
石
に
減

　
封
さ
れ
は
し
た
が
、
よ
う
や
く
家
名
の
存
績
を
許
さ
れ
、
謹
愼
を
命
ぜ
ら
れ
た
慶
邦
に
代
つ
て
若
年
の
宗
基
が
伊
達
家
の
家
名
を
糧
承
し
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
は
元
年
十
二
月
十
二
日
で
あ
つ
た
。
藩
の
重
役
も
降
伏
後
は
一
新
し
て
新
政
府
側
の
人
女
に
よ
つ
て
占
め
ら
れ
た
。
そ
の
仙
豪
藩
が
も
し
新
刑

　
法
典
を
制
定
す
る
と
し
た
な
ら
ば
、
新
政
府
の
達
を
全
く
無
覗
し
て
編
纂
す
る
こ
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
二
貼
は
、
格
例
調
が
施
行
せ
ん
と
し
た
刑
法
典
で
は
な
か
つ
た
こ
と
を
示
す
決
定
的
な
謹
擦
と
い
え
よ
う
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
成

立
時
期
を
明
治
二
年
、
正
確
に
い
え
ば
仙
豪
藩
降
伏
後
と
考
え
て
の
こ
と
で
あ
る
。
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
刑
法
局
の
創
設
時
期
は
明
ら
か
で
な

く
、
格
例
調
の
編
纂
も
維
新
後
降
服
ま
で
の
期
間
で
あ
つ
た
こ
と
も
一
慮
は
考
慮
す
べ
き
飴
地
が
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
に
は
、
前
示
の
理
由
が
全

く
解
消
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
も
し
そ
う
で
あ
つ
た
に
も
せ
よ
、
私
は
な
お
格
例
調
を
刑
法
典
と
み
る
こ
と
に
は
ふ
か
い
疑

間
を
感
す
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
内
容
の
各
條
項
を
み
る
に
、
「
申
付
候
事
」
「
相
行
候
」
「
例
モ
御
座
候
事
」
等
の
語
尾
を
以
・
て
結
ば
れ
て
い
る

の
が
多
い
。
將
來
の
犯
罪
庭
罰
を
規
定
す
ぺ
き
刑
法
典
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
文
言
を
使
用
す
る
こ
と
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
條
項
の

文
膿
は
、
．
格
例
調
が
先
例
調
査
書
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
見
解
に
封
し
て
は
法
典
編
纂
の
形
式
も
幼
稚

で
あ
つ
た
時
代
の
こ
と
と
て
、
こ
の
よ
ろ
な
先
例
集
の
形
式
に
よ
る
法
典
も
あ
り
え
た
と
す
る
反
駁
が
な
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
を
承
認

す
る
と
し
て
も
、
維
新
直
後
、
藩
論
沸
騰
し
、
と
く
に
三
月
以
降
は
實
際
上
戦
闘
猷
熊
に
あ
つ
た
仙
褻
藩
に
お
い
て
、
法
典
編
纂
事
業
が
行
わ
れ

た
公
算
は
き
わ
め
て
低
い
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
黙
を
考
慮
す
れ
ば
、
た
と
え
刑
法
局
は
明
治
元
年
か
ら
存
在
し
た
と
し
て
も
、
格

　
　
　
刑
法
局
格
例
調
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七



　
　
　
刑
法
局
格
例
訓
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

例
調
の
成
立
時
期
は
仙
豪
藩
に
耶
和
が
訪
れ
た
明
治
二
年
と
考
え
る
の
が
も
つ
と
も
安
當
な
推
察
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
、
そ
の
性
格
は
前
に
述

べ
た
理
由
で
法
典
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
ち
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
小
早
川
教
授
は
、
前
に
も
一
言
し
た
よ
う
に
格
例
調
を
一
種
の
刑
法
典
と
考
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
轍
授
も
そ
の
内
客
が
「
確
立
せ
る
刑
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

で
は
な
く
」
「
極
め
て
整
頓
さ
れ
ざ
る
假
定
の
も
の
で
」
「
明
治
以
前
に
仙
墓
藩
に
於
て
行
わ
れ
し
刑
罰
例
を
集
成
し
整
序
し
た
も
の
」
と
は
い
わ

れ
て
い
る
が
、
各
條
項
を
條
丈
と
み
て
論
明
し
、
最
後
に
「
以
上
、
自
分
は
明
治
初
頭
駿
藩
置
縣
以
前
に
於
て
編
纂
せ
ら
れ
た
る
－
…
仙
豪
等
の

　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

諸
藩
刑
典
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
結
ば
れ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
を
た
と
え
「
假
定
」
の
も
の
で
は
あ
る
に
も
せ
よ
、
施
行
す
べ
く
編
纂
し

た
刑
法
典
と
考
え
ら
れ
た
詮
擦
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
と
く
に
殺
授
が
「
極
め
て
断
片
的
で
は
あ
る
が
政
府
の
律
改
正
の
影
響
を
受
け
て
い
る
黙
は

　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

疑
な
き
所
で
あ
ろ
う
」
と
い
わ
れ
る
の
は
、
具
艦
的
に
は
如
何
な
る
條
項
を
指
す
の
か
、
私
は
理
解
に
苦
し
む
。
教
授
の
あ
げ
ら
れ
た
格
例
調
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

條
項
に
、
前
掲
達
の
影
響
の
「
断
片
」
を
、
私
は
全
く
見
出
し
え
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
教
授
は
「
刑
法
局
は
此
の
刑
法
係
（
三
年
五
月
設
－
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

塚
註
）
を
指
稻
し
た
の
か
、
尚
こ
れ
を
詳
細
に
し
得
な
い
」
と
い
わ
れ
格
例
調
の
制
定
を
三
年
頃
と
も
、
一
感
考
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
も

し
そ
う
で
あ
れ
ば
前
掲
e
及
び
◎
の
黙
を
、
教
授
は
ど
の
よ
う
に
解
繹
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
小
早
川
教
授
逝
き
今
日
、
教
授
自
身
に
よ
つ
て

さ
ら
に
詳
し
く
こ
れ
ら
の
鮎
の
解
明
を
聞
き
え
な
い
の
は
建
に
残
念
で
あ
る
。

　
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
格
例
調
は
お
そ
ら
く
仙
豪
藩
降
伏
後
、
明
治
二
年
十
月
以
前
に
、
そ
の
刑
法
局
に
よ
つ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が

そ
の
内
客
は
全
般
的
に
施
行
を
豫
想
し
た
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
そ
れ
は
正
確
な
意
味
に
お
い
て
「
明
治
初
頭
」
の
「
藩
刑
典
」
と
構

す
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
名
構
に
ふ
さ
わ
し
い
一
種
の
刑
事
先
例
調
査
書
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
で
は
、
何
故
に
こ
の
よ
う
な
調

査
事
業
が
行
わ
れ
た
か
、
新
刑
法
典
編
成
の
準
備
と
し
て
か
、
ま
た
は
刑
事
裁
判
の
参
考
書
か
、
そ
の
黙
は
遺
憾
な
が
ら
明
ら
か
に
な
し
え
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

が
、
こ
の
よ
う
な
刑
事
先
例
書
が
、
新
律
綱
領
の
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
、
藩
の
司
法
官
靡
（
刑
法
局
、
律
部
寮
、
刑
法
係
）
に
よ
り
、
可
能

ヤ
　
　
ヤ
　
　
も

な
限
度
に
お
い
て
刑
事
裁
判
の
典
挨
と
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。



（
1
）
　
清
水
東
四
郎
著
「
宮
城
縣
通
史
」
三
三
三
頁
ー
三
三
四
頁
。

（
2
）
　
そ
の
全
丈
は
法
規
分
類
大
全
刑
法
門
⇔
一
四
頁
一
一
五
頁
参
照
。

（
3
）
　
徳
川
幕
府
法
で
は
励
貯
と
し
て
徒
刑
制
は
な
か
つ
た
が
、
若
干
の
藩
で
は
そ
の
制
度
を
採
用
し
て
い
た
も
の
も
あ
る
。
詳
し
く
は
金
田
奉
一
郎
稿
「
徳
川

　
　
時
代
懲
役
刑
小
考
」
（
九
大
＋
週
年
記
念
論
丈
集
＝
九
頁
以
下
）
滲
照
。

（
4
）
　
そ
の
他
の
藩
で
・
こ
の
達
a
趣
旨
K
も
と
づ
蒼
徒
刑
制
を
探
用
し
た
も
の
と
し
て
は
、
和
歌
山
藩
（
ご
年
四
月
）
、
山
口
藩
（
二
年
四
月
）
、
廣
島
藩
（
二
年

　
　
六
月
）
、
静
岡
藩
（
二
年
六
月
）
、
瀟
岡
藩
（
四
年
六
月
）
等
が
判
明
し
て
い
る
。

（
5
）
　
前
掲
宮
城
縣
通
史
…
一
二
頁
。

（
6
）
（
7
）
（
8
）
　
小
早
川
前
掲
書
二
八
五
頁
二
九
八
頁
。

（
9
）
格
別
調
は
津
ひ
い
首
を
「
泉
首
」
と
呼
ん
で
い
る
。
泉
首
の
刑
は
王
朝
時
代
か
ら
あ
る
が
、
徳
川
時
代
に
は
獄
門
と
呼
ぶ
揚
合
が
多
い
。
も
し
格
別
調
の

　
　
臭
首
が
・
本
丈
で
述
べ
た
新
政
府
達
の
用
語
例
に
倣
つ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
格
別
調
の
成
立
時
期
は
、
確
實
に
仙
豪
藩
降
伏
後
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
亦

　
　
早
川
教
授
が
「
政
府
の
律
改
正
の
影
響
」
と
い
わ
れ
る
の
は
、
こ
の
用
語
例
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
6
し
か
し
、
ぞ
れ
は
単
に
一
つ
の
用
語
の
間
題
で
あ
つ
て

　
　
格
別
調
の
内
容
に
は
、
本
丈
で
蓮
べ
る
ご
と
く
政
府
達
の
影
響
を
全
く
見
出
し
え
な
い
の
で
あ
る
。

（
1
0
）
　
小
早
川
前
掲
書
二
九
九
頁
。四

　
格
例
調
の
性
格
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
に
も
せ
よ
、
そ
れ
が
徳
川
時
代
末
期
、
正
確
に
い
え
ば
戊
辰
戦
孚
降
伏
前
の
仙
嘉
藩
刑
法
の
生
態
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
エ
ロ
　
　
　
　
　
コ

あ
る
こ
と
は
疑
う
籐
地
が
な
い
。
小
早
川
教
授
は
前
掲
論
文
で
、
京
大
本
絡
例
調
全
百
六
十
五
力
條
（
？
）
の
中
、
七
拾
力
條
を
あ
げ
て
お
ら
れ

る
・
私
は
芙
奎
奪
欝
篭
窪
暴
・
「
各
國
刑
琵
愚
罫
の
條
蓼
小
早
川
警
の
あ
げ
ら
れ
篠
項
で
壇
し
、
合
計
百
三
拾

六
力
條
を
知
り
え
た
。
京
大
本
の
條
勲
に
は
ま
だ
及
ば
な
い
が
ふ
重
要
な
虚
罰
例
は
大
龍
網
羅
し
て
い
る
も
の
と
思
う
。
次
に
私
の
知
り
え
た
格

例
調
の
例
を
中
心
と
し
て
、
仙
毫
藩
刑
法
の
輪
郭
を
考
察
し
て
み
た
い
。

　
刑
名
す
な
わ
ち
刑
罰
の
種
類
に
つ
い
て
、
格
例
調
は
「
士
族
刑
法
」
と
し
て
士
分
に
封
す
る
刑
罰
二
十
種
、
「
卒
族
以
下
刑
法
」
と
し
て
士
分
以

　
　
　
　
刑
法
局
格
例
調
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九



　
　
　
　
刑
法
局
格
例
調
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

外
の
者
に
封
す
る
刑
罰
二
十
一
種
を
列
學
し
て
い
る
。
仙
蔓
藩
の
刑
名
を
記
し
た
文
書
は
、
私
の
知
る
限
り
で
も
こ
れ
以
外
に
二
つ
あ
る
、
そ
れ

　
　
＼
　
　
（
一
馨
8
窓
ゴ
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ε
　
　
　
　
　
（
5
）

は
「
仙
蔓
藩
延
享
年
間
刑
罰
格
式
秘
書
」
（
蝋
断
翻
鵬
砒
瀦
3
及
ぴ
「
秘
藏
録
」
毬
八
所
載
の
「
御
仕
置
の
格
」
（
腸
嚇
翻
粥
礁
臓
）
で
あ
る
。
後
者
の
年
代
は

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ミ
　
レ

明
ら
か
で
な
い
が
、
享
保
十
一
年
七
月
に
慶
止
さ
れ
た
庶
民
に
封
す
る
他
國
追
放
が
規
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
以
前
の
も
の
と
思
わ
れ
る
・

こ
れ
ら
は
、
い
す
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
け
る
仙
毫
藩
刑
罰
組
織
の
断
暦
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
前
者
に
は
「
士
罪
之
輕
重
之
弐
第
」
十
九

種
、
「
凡
下
罪
之
輕
重
之
次
第
」
二
十
一
種
、
後
者
に
ぱ
「
士
御
仕
置
の
輕
重
」
十
七
種
、
「
凡
下
御
仕
置
の
輕
重
」
二
十
一
種
を
記
載
す
る
。
い

ま
、
格
例
調
の
刑
名
を
も
と
に
し
、
他
を
参
照
し
つ
つ
仙
豪
藩
刑
罰
髄
系
の
内
客
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

一
　
死
　
刑

　
士
族
に
封
し
て
は
於
『
牽
前
一
刎
首
・
於
牽
前
一
切
腹
・
其
身
屋
敷
ニ
プ
切
腹
の
三
種
、
そ
の
他
の
者
に
封
し
て
は
竹
鋸
　
テ
挽
首
後
礫
・
火
罪

礫
・
臭
首
・
刎
首
の
五
種
に
分
か
れ
て
い
る
。
「
秘
藏
録
」
に
は
士
に
封
す
る
最
重
刑
と
し
て
於
・
『
礫
場
一
斬
罪
が
あ
る
が
、
格
式
秘
書
に
は
「
於
礫

場
斬
罪
被
相
止
候
事
」
と
あ
る
か
ら
、
延
享
時
代
か
ま
た
は
そ
の
直
前
ご
ろ
に
慶
止
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
於
｝
牢
前
一
刎
首
は
幕
府
法
の
斬
罪
「
武

士
の
み
に
あ
る
）
で
あ
り
、
竹
鋸
に
て
挽
首
後
礫
と
い
う
の
は
幕
府
法
の
鋸
挽
に
當
る
。
鋸
挽
は
わ
が
王
朝
の
末
期
に
も
行
わ
れ
、
室
町
時
代
に

は
相
當
盛
に
用
い
ら
れ
た
刑
罰
で
あ
つ
て
、
徳
川
時
代
に
傳
承
し
た
も
の
で
あ
る
。
幕
府
法
で
は
一
日
引
廻
し
の
上
、
日
本
橋
角
に
二
日
間
晒
し

て
希
望
者
に
竹
鋸
で
挽
か
せ
三
日
目
に
礫
に
し
た
の
で
あ
る
。
初
期
に
は
實
際
に
挽
き
殺
し
た
例
も
あ
る
が
、
後
に
は
希
む
者
が
ほ
と
ん
ど
な
く

た
だ
形
式
の
み
に
な
つ
た
。
仙
豪
藩
で
は
芭
蕉
の
辻
に
晒
し
て
希
む
者
に
挽
く
こ
と
を
許
し
た
が
、
實
際
は
や
は
り
行
わ
れ
な
か
つ
丸
よ
う
で
あ

（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
タ
メ
シ
モ
ノ

る
。
ま
た
、
臭
首
は
幕
府
法
の
獄
門
で
あ
り
、
刎
首
は
死
罪
と
下
手
人
に
該
當
す
る
。
死
罪
は
執
行
後
の
死
膿
を
様
者
に
す
る
の
で
あ
り
、
下
手

人
は
そ
れ
が
許
さ
れ
ぬ
黙
が
違
う
が
、
刎
首
に
も
そ
の
匠
別
が
あ
つ
た
か
ど
う
か
明
ら
か
で
な
い
。
秘
藏
録
、
格
式
秘
書
で
は
、
臭
首
、
刎
首
を

　
ハ
マ
ノ

獄
門
、
切
捨
と
呼
ん
で
い
る
。
ま
た
、
特
別
の
死
刑
囚
に
は
死
刑
の
執
行
前
に
市
中
を
引
廻
す
こ
と
も
、
幕
府
法
と
同
様
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

と
く
に
「
後
生
願
」
を
な
さ
し
む
る
宗
教
的
考
慮
か
ら
「
寺
町
引
晒
」
と
構
し
て
か
な
ら
す
寺
町
を
通
過
せ
し
め
る
慣
例
で
あ
つ
た
。
格
例
調
に



「
引
晒
」
を
明
記
す
る
條
項
は
、

　
　
一
主
人
二
毒
ヲ
與
候
者
、
不
至
死
ト
モ
市
中
引
晒
、
礫
二
相
行
候
事

　
　
一
組
母
ヲ
獄
シ
候
者
市
中
引
晒
、
竹
鋸
ニ
テ
挽
首
後
礫
相
行
候
事

　
　
一
父
母
ヲ
試
シ
候
者
市
中
引
晒
、
竹
鋸
ニ
テ
挽
首
後
礫
相
行
候
事

　
　
一
騨
縫
之
馬
丁
、
其
身
駄
逡
之
荷
物
盗
取
候
得
ハ
、
藩
中
傳
馬
町
引
晒
、
髪
首
二
相
行
候
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
あ
　

　
等
の
場
合
で
あ
る
。
嘉
永
二
年
、
主
婦
を
姦
し
且
つ
殺
害
し
た
犯
人
が
市
中
引
廻
し
の
上
、
芭
蕉
の
辻
に
七
日
間
晒
さ
れ
礫
に
虚
せ
ら
れ
た
例

　
　
　
ら
　
ロ

が
あ
る
が
、
幕
府
法
と
同
じ
く
礫
に
は
執
行
前
の
晒
を
附
加
す
る
場
合
も
あ
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
獄
門
（
臭
首
）
以
上
の
刑
の
執
行
後
の
晒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
け
く
ゆ
の
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぬ
ロ

は
、
幕
府
法
で
ね
全
て
三
日
二
夜
で
あ
る
が
、
享
保
十
一
年
六
月
の
定
に
よ
る
と
「
火
罪
は
七
日
、
礫
等
は
五
日
、
獄
門
は
三
日
さ
ら
し
可
申
候
」

と
あ
つ
て
、
若
干
の
相
異
が
あ
る
。
格
例
調
に
は
、
そ
の
鮎
に
關
す
る
記
載
は
な
い
。

　
な
お
、
仙
肇
郷
土
史
家
三
原
良
吉
氏
の
推
定
に
よ
れ
ば
、
維
新
前
に
お
け
る
各
種
死
刑
の
執
行
数
は
毎
年
約
三
十
人
位
で
あ
つ
た
と
の
こ
と
で

　
（
1
1
）

あ
る
。

二
　
牢
朽
・
永
牢

　
こ
れ
ら
の
刑
は
、
士
庶
を
問
わ
す
死
刑
に
次
ぐ
重
刑
と
し
て
秘
藏
録
の
み
に
あ
る
。
牢
朽
は
そ
の
名
稻
か
ら
み
る
と
、
無
期
の
拘
禁
刑
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
Q
o
o
o
ー
一
司
O
“
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12
）

で
も
あ
る
が
、
も
し
そ
う
な
ら
ば
永
牢
と
の
甚
別
が
わ
か
ら
な
い
。
元
豫
時
代
の
文
書
と
い
わ
れ
る
「
秋
山
氏
畳
書
」
な
る
も
の
に
は
、
「
子
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
ヤ

殺
候
者
獄
門
品
に
よ
り
牢
朽
被
仰
有
之
者
も
御
座
候
」
「
徒
黛
を
組
候
者
品
に
よ
り
本
人
礫
獄
門
或
は
牢
朽
流
罪
被
仰
付
候
」
（
鞭
囎
）
と
あ
り
、
ま
た

　
　
　
　
（
13
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
食
目
b
o
｝

「
奥
羽
史
料
」
に
よ
る
と
、
謳
告
罪
の
犯
人
に
「
死
刑
一
等
を
減
じ
牢
朽
に
行
る
る
者
也
」
と
申
渡
し
た
正
徳
二
年
九
月
の
制
例
が
あ
る
。
さ
ら
に

　
　
　
　
　
　
　
r
嵩
鵬
O
）
　
　
　
　
　
　
　
（
一
“
鱒
刈
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
1
4
）

秘
藏
録
所
載
の
享
保
五
年
及
び
享
保
十
二
年
の
丈
書
に
も
、
牢
朽
の
名
が
み
え
て
い
る
。
こ
の
貼
か
ら
み
る
と
、
少
く
と
右
元
豫
か
ら
享
保
の
頃

ま
で
は
、
こ
の
刑
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
格
式
秘
書
、
格
例
調
に
は
そ
の
刑
名
が
存
在
し
な
い
。
延
享
以
前
に
慶
止
さ
れ
た
の
で

　
　
　
刑
法
局
格
例
調
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一



　
　
　
刑
法
局
格
例
調
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二

あ
ろ
う
か
。
な
お
、
そ
の
性
質
に
つ
い
て
は
後
考
を
待
ち
た
い
。
，

　
永
牢
は
幕
府
の
行
刑
に
も
み
ら
れ
る
刑
罰
で
あ
つ
て
、
終
身
牢
舎
に
拘
禁
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
御
定
書
に
規
定
す
る
正
刑
で
は
な
く
、
牢
屋

火
災
の
折
の
臨
牢
者
及
び
自
訴
者
等
に
行
わ
れ
る
特
別
な
庭
置
で
あ
つ
た
。
し
か
し
長
期
間
の
在
牢
は
種
々
の
弊
害
を
生
じ
た
の
で
、
幕
府
の
囚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
〇
①
b
o
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
15
）

獄
（
牢
屋
奉
行
）
石
出
帯
刀
は
文
久
二
年
そ
の
慶
止
を
上
申
し
た
こ
と
も
あ
つ
た
。
仙
毫
藩
の
永
牢
は
、
秘
藏
録
の
刑
名
に
そ
の
名
が
み
え
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
旨
＆
）

ら
正
刑
で
あ
つ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
格
式
秘
書
に
は
「
延
享
二
年
九
月
二
十
九
日
　
慶
止
シ
テ
遠
島
　
庭
ス
、
但
飢
心
者
ハ
永
牢
」
と
あ
る
。

す
な
わ
ち
延
享
二
年
以
後
の
永
牢
は
精
紳
異
常
者
に
封
す
る
特
別
措
置
で
あ
つ
て
、
一
般
的
な
刑
罰
で
は
な
い
。
格
式
秘
書
及
び
格
例
調
の
刑
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

に
、
そ
の
名
稻
が
存
在
し
な
い
の
は
そ
れ
が
た
め
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
「
昨
夢
項
事
」
に
は
、

　
　
若
士
に
し
て
盗
を
爲
し
た
る
者
は
、
破
廉
阯
甚
を
以
て
論
じ
、
少
額
と
錐
も
永
牢
に
庭
す
。
安
政
中
、
藩
士
本
田
某
な
る
者
、
他
人
が
傍
に
置
き
た
る
懐
中

　
物
の
中
よ
り
金
三
歩
（
七
十
五
銭
）
を
盗
み
た
る
に
因
り
て
永
牢
に
庭
ぜ
ら
れ
明
治
維
新
に
至
る
。

　
と
あ
り
、
ま
た
格
例
調
に
も
永
牢
の
文
字
の
み
え
る
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ

　
　
一
盗
物
ト
乍
存
被
頼
取
次
費
彿
可
申
ト
仕
候
者
藩
中
並
一
村
追
放
程
ノ
小
盗
二
候
ヘ
ハ
過
料
召
上
本
人
死
罪
ノ
大
盗
二
候
ヘ
ハ
遠
川
切
追
放
叉
ハ
本
人
永
入
牢

　
　
以
下
ノ
仕
置
二
申
付
候
ヘ
ハ
右
に
準
シ
相
宥
メ
云
々
（
下
略
報
襯
）

　
延
享
二
年
に
塵
止
さ
れ
た
一
般
犯
罪
者
に
封
す
る
永
牢
が
、
そ
の
後
復
活
し
た
も
の
か
ど
う
か
、
こ
の
黙
疑
い
を
の
こ
し
て
お
く
。

三
　
遠
流
節
・
近
流
關
誹
翻

　
秘
藏
録
で
は
遠
島
、
格
式
秘
書
で
は
遠
島
融
・
近
流
期
飾
灘
と
あ
る
。
江
島
は
牡
鹿
郡
女
川
村
、
網
地
、
長
渡
（
網
地
島
）
は
同
郡
鮎
川
村
、

田
代
（
田
代
島
）
は
同
郡
荻
濱
村
で
あ
る
。
格
式
秘
書
の
遠
島
は
、
格
例
調
の
遠
流
で
あ
る
が
、
秘
藏
録
の
遠
島
は
江
島
の
み
な
ら
す
、
他
の
網

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
①
q
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
旨
o
o
旺
）

地
島
、
田
代
島
を
も
包
含
し
て
い
た
。
何
と
な
れ
ぱ
、
寛
文
十
一
年
に
氏
家
素
行
が
網
地
へ
、
享
保
十
九
年
に
川
村
彦
九
郎
が
長
渡
へ
鏑
せ
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

ま
た
田
代
に
講
せ
ら
れ
て
い
た
総
江
六
大
夫
が
、
肯
山
公
（
づ
瀧
航
牌
釧
玩
線
廿
倣
鱒
年
）
の
命
に
よ
つ
て
許
さ
れ
た
史
實
が
傅
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
す



な
わ
ち
秘
藏
録
時
代
の
流
罪
は
遠
、
近
の
魑
別
が
な
く
、
全
て
遠
島
と
稻
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
（
B
）

　
「
江
島
誌
」
に
よ
る
と
、
流
罪
人
武
士
な
る
と
き
は
二
人
扶
特
を
給
せ
ら
れ
て
、
侍
長
屋
に
佳
い
ま
た
は
島
民
の
家
屋
を
借
り
て
住
居
に
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

者
も
あ
つ
た
。
百
姓
町
人
は
凡
下
長
屋
に
佳
い
一
人
扶
持
を
支
給
さ
れ
た
。
他
の
島
の
取
扱
い
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
つ
た
ろ
う
。
伊
豆
七
島
に
行
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

れ
た
幕
府
の
流
刑
者
が
生
活
困
窮
を
き
わ
め
た
の
に
比
較
す
れ
ば
、
仙
毫
藩
み
流
刑
者
取
扱
は
相
當
寛
大
で
あ
つ
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
天

（
一
〇
〇
㎝
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
20
）

保
七
年
の
「
仙
嘉
風
談
」
は
、

　
島
々
之
罪
人
は
大
瞠
は
小
屋
に
不
レ
居
、
外
に
相
到
借
家
杯
し
て
居
候
由
、
甚
敷
は
家
内
妻
子
共
引
越
居
候
由
、
士
以
上
は
十
五
六
年
位
に
て
冤
許
、
百
姓
町
人

　
　
は
罪
之
輕
重
に
よ
り
差
別
あ
れ
共
、
六
七
年
或
は
十
年
位
之
由
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
嵩
o。
e

　
と
、
そ
の
欣
況
の
一
端
を
傳
え
て
い
る
。
流
刑
者
の
心
得
を
規
定
し
た
も
の
に
、
ス
明
五
年
閏
五
月
の
「
流
人
島
之
格
式
」
全
十
一
力
條
が
あ

（
趾
》る

。
こ
の
格
式
に
違
反
す
る
者
の
制
裁
と
し
て
、
江
島
、
田
代
島
に
は
園
牢
の
制
度
が
あ
つ
た
。
ま
た
悪
性
の
流
刑
者
に
封
し
て
は
、
村
民
が
暗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
22
）

夜
に
乗
じ
て
襲
撃
す
る
「
天
狗
」
と
呼
ば
れ
る
制
裁
方
法
も
あ
つ
た
。
な
お
、
島
破
り
に
封
し
て
は
幕
府
法
と
同
じ
ぐ
死
刑
を
科
し
て
い
る
（
武

士
は
刎
首
、
そ
の
他
の
者
は
臭
首
）
。

四
　
追
放
刑
・

　
一
定
の
地
域
を
指
定
し
て
御
構
場
所
と
稻
し
」
そ
こ
に
犯
罪
人
の
居
佳
立
入
を
禁
止
す
る
追
放
刑
は
、
幕
府
法
と
伺
じ
く
種
女
の
も
の
が
仙
墓

藩
で
協
行
わ
れ
た
。

　
　
a
　
他
國
追
放
o
　
秘
藏
録
で
は
士
分
、
凡
下
を
問
わ
ず
行
わ
れ
た
が
、
格
式
秘
書
、
格
例
調
で
は
士
分
に
封
し
て
の
み
存
在
し
て
い
る
。
士
分
以
外
の
者
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
負
詞
①
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
2
3
）

　
　
封
す
る
他
國
追
放
は
次
の
．
こ
と
く
享
保
十
一
年
に
慶
止
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　
　
輕
罪
の
者
他
所
御
追
放
被
二
相
止
↓
此
末
右
御
追
放
の
代
り
、
阿
武
隈
川
・
宮
川
北
上
川
切
、
御
追
放
に
可
レ
被
二
仰
付
一
旨
、
被
二
仰
出
一
候
事

　
　
　
　
享
保
十
一
年
七
月

　
　
す
な
わ
ち
、
後
に
述
べ
る
遠
川
切
追
放
が
他
國
追
放
に
代
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
刑
法
局
格
例
調
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三



　
　
　
刑
法
局
格
例
調
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

　
b
　
遠
川
切
追
放
。
　
格
式
秘
書
で
は
「
他
國
追
放
之
代
り
」
と
し
て
凡
下
に
の
み
行
わ
れ
て
い
る
が
、
格
例
調
で
は
士
族
に
封
し
て
も
こ
の
刑
が
あ
る
。
何

　
時
頃
か
ら
士
族
に
も
行
わ
れ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
ま
た
、
秘
藏
録
で
は
凡
下
に
封
し
て
川
切
追
放
と
い
う
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
と
遠
川
切
追
放
と
の
異
同

　
も
不
明
で
あ
る
。
こ
の
追
放
の
御
構
場
所
は
北
上
川
、
宮
川
、
阿
武
隈
川
に
園
ま
れ
る
仙
豪
藩
の
中
心
部
で
あ
つ
て
、
全
藩
領
の
過
牛
を
占
め
て
い
た
。

　
　
c
　
三
郡
追
放
・
二
郡
追
放
．
一
郡
追
放
。
　
秘
藏
録
で
は
士
分
に
劉
す
る
二
郡
及
び
一
郡
追
放
は
な
い
。
・
で
れ
が
何
時
の
頃
か
ら
行
わ
れ
た
か
は
明
ら
か
で

　
な
い
。
士
分
に
到
す
る
三
郡
追
放
は
宮
城
郡
と
北
の
黒
川
郡
及
び
南
の
名
取
郡
、
二
郡
追
放
は
宮
城
郡
と
仙
毫
に
近
い
名
取
郡
、
一
郡
追
放
は
宮
城
郡
の
み
を

　
御
構
場
所
と
し
た
。
士
は
原
則
と
し
て
城
下
を
含
む
宮
城
郡
内
に
居
住
し
た
た
め
で
あ
る
。
卒
族
以
下
に
封
し
て
は
「
本
所
並
向
寄
郡
」
か
ら
一
ま
た
は
二
郡

　
を
そ
れ
ぞ
れ
指
定
し
た
。

　
d
　
城
下
追
放
・
一
邑
追
放
。
　
城
下
追
放
は
身
分
の
如
何
を
間
わ
ず
行
わ
れ
、
一
邑
（
村
）
追
放
（
城
下
を
含
む
）
は
士
分
以
外
の
者
の
み
に
行
わ
れ
た
。

　
仙
毫
藩
の
追
放
刑
は
以
上
の
七
種
で
あ
る
。
幕
府
法
で
は
重
追
放
、
中
追
放
、
輕
追
放
、
江
戸
拾
里
四
方
追
放
、
江
戸
沸
、
所
沸
の
六
種
に
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
嵩
b
o
一
）

か
れ
て
い
た
。
こ
の
追
放
刑
は
、
浪
人
及
び
無
宿
の
百
姓
町
人
を
稜
生
せ
し
め
種
女
の
弊
害
を
件
つ
た
の
で
、
享
保
六
年
以
來
、
し
ば
し
ば
改
慶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
題
）

が
考
慮
さ
れ
、
部
分
的
に
は
規
定
の
緩
和
も
み
ら
れ
た
が
、
幕
末
ま
で
全
般
的
な
慶
止
は
行
わ
れ
な
か
つ
た
も
の
で
あ
る
。
仙
藁
藩
で
も
後
に
述

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
旨
濫
）
　
　
　
　
（
2
5
）

べ
る
ご
と
く
林
子
耶
が
、
明
和
こ
年
の
上
書
に
お
い
て
そ
の
慶
止
を
提
唱
し
た
が
途
に
實
現
し
な
か
つ
た
。

五
　
島
奴
・
奴

　
島
奴
は
田
代
、
網
地
、
長
渡
等
近
流
地
の
肝
入
（
名
主
）
に
預
け
ら
れ
、
奴
は
領
内
の
大
肝
入
ま
た
は
藩
士
に
預
け
ら
れ
、
勢
役
に
就
か
せ
る

刑
で
あ
る
。
刑
の
輕
重
か
ら
い
え
ば
、
島
奴
は
遽
流
と
近
流
の
中
間
、
奴
は
遠
川
切
追
放
と
三
郡
追
放
の
中
間
で
あ
つ
た
。
島
奴
が
近
流
よ
り
も

重
い
の
は
、
勢
役
が
附
随
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
い
す
れ
も
士
分
以
外
の
者
の
み
に
行
わ
れ
た
。
幕
府
法
の
奴
刑
は
女
子
の
み
に
封
す
る
特
別
刑

で
あ
つ
て
、
縁
座
し
た
妻
子
、
男
に
誘
わ
れ
て
關
所
を
避
け
て
山
越
し
た
女
、
及
び
關
所
を
忽
通
つ
た
女
等
に
行
わ
れ
、
武
士
の
み
な
ら
す
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

以
外
の
者
で
も
希
望
者
に
與
え
ら
れ
た
。
男
女
を
間
わ
す
行
わ
れ
、
且
つ
島
奴
と
い
う
特
殊
の
も
の
も
存
在
し
た
こ
と
が
仙
毫
藩
奴
刑
の
特
色
で

あ
る
。
奴
刑
を
科
す
犯
罪
は
、
賭
博
罪
を
は
じ
め
非
常
に
多
い
。
ま
た
追
放
刑
に
該
當
す
る
女
は
す
べ
て
奴
刑
を
以
て
代
用
さ
れ
、
男
女
を
問
わ



す
遠
川
切
追
放
以
上
の
重
罪
犯
（
流
、
島
奴
、
各
種
死
刑
）
で
も
「
情
欣
輕
キ
者
ハ
其
時
取
調
五
六
年
之
奴
」
刑
が
行
わ
れ
た
。
執
行
藪
の
も
つ

と
も
多
い
仙
墓
藩
の
刑
罰
は
、
奴
刑
で
は
な
か
つ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
島
奴
ま
た
は
奴
の
刑
を
言
渡
す
際
、
か
な
ら
す
期
間
を
限
定
し
た
か
ど
う

か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
遠
川
切
追
放
以
上
の
代
用
と
し
て
の
奴
刑
が
「
五
六
年
」
で
あ
つ
た
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
そ
の
程
度
の
期
間
が
最
長
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）

で
あ
ろ
う
。
期
間
中
で
も
身
代
金
を
預
け
主
に
支
沸
え
ば
赦
冤
さ
れ
る
こ
と
が
あ
つ
た
。
前
掲
「
仙
墓
風
談
」
は
「
若
金
子
に
て
勤
代
を
指
出
罪

を
腰
い
候
得
ば
、
ヤ
ツ
コ
に
被
下
候
者
よ
り
、
心
掛
直
候
振
に
申
立
冤
許
に
成
候
由
」
「
右
罪
を
婿
候
金
子
は
ヤ
、
ッ
コ
に
被
下
候
主
人
に
て
取
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

に
付
、
金
持
之
者
杯
ヤ
ッ
コ
に
相
成
候
得
ば
、
大
金
を
取
候
て
冤
し
候
由
」
と
、
こ
の
事
情
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
「
牡
鹿
郡
誌
」
に
は
、
萬
延

文
久
の
頃
、
石
雀
の
綿
商
が
奴
刑
に
盧
せ
ら
れ
、
預
け
主
の
藩
士
に
金
三
十
爾
を
支
梯
い
、
わ
す
か
ニ
カ
月
で
赦
さ
れ
た
事
例
を
あ
げ
て
い
る
。

但
し
こ
の
制
度
が
、
島
奴
に
も
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
近
世
中
期
以
降
、
家
政
の
困
窮
を
き
た
し
宅
い
た
藩
士
に
取
つ
て
、
こ

の
身
代
金
の
黙
認
は
一
つ
の
さ
さ
や
か
な
救
濟
手
段
で
あ
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。

六
　
土
族
に
封
す
る
そ
の
他
の
刑
罰

　
親
類
預
、
改
易
、
滅
豫
、
逼
塞
、
閉
門
、
蟄
居
、
謹
愼
、
呵
責
の
八
種
が
あ
る
。
謹
愼
は
秘
藏
録
、
格
式
秘
書
に
い
う
遠
慮
で
あ
ろ
う
。
呵
責

（
秘
藏
録
に
は
な
い
）
す
な
わ
ち
叱
は
幕
府
法
に
よ
る
と
一
般
庶
民
に
の
み
行
わ
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
逆
に
士
族
に
封
し
て
の
み
に
あ
る
。
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

他
の
も
の
も
、
内
容
は
幕
府
法
と
大
同
小
異
で
あ
ろ
う
。

七
　
卒
族
以
下
に
封
す
る
其
他
の
刑
罰

　
扶
持
米
召
上
品
二
依
リ
牛
扶
持
召
上
、
牢
舎
、
戸
結
、
押
込
、
親
類
預
置
償
鑓
の
六
種
が
あ
る
。
扶
持
米
召
上
は
士
族
に
封
す
る
改
易
、
滅
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
瓢
4

と
同
じ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
卒
族
以
下
」
の
中
で
士
分
で
は
な
い
が
扶
持
を
う
け
て
い
た
所
謂
「
凡
下
扶
持
入
」
に
封
す
る
も
の
で
あ
る
．
、
牢

舎
は
入
牢
ま
た
は
入
獄
で
あ
る
。
幕
府
法
で
は
牢
は
原
則
と
し
て
未
決
拘
禁
の
場
所
で
あ
り
、
刑
罰
と
し
て
牢
内
に
拘
禁
す
る
の
は
永
牢
、
過
怠

牢
の
み
で
あ
つ
伽
・
永
牢
に
ケ
い
て
は
前
に
述
べ
た
が
・
過
怠
牢
は
女
子
ま
た
は
拾
五
歳
未
満
の
子
供
が
敲
に
該
る
と
き
、
敲
の
敷
に
感
じ
て
三

　
　
　
刑
法
局
格
例
調
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五



　
　
　
刑
法
局
格
例
調
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
ハ

十
日
か
ら
百
日
ま
で
の
期
間
中
、
牢
舎
に
拘
禁
す
る
の
で
あ
つ
て
一
種
の
換
刑
庭
分
で
あ
る
。
仙
墓
藩
の
牢
舎
は
こ
払
と
異
な
り
凋
立
の
正
刑
と

し
て
行
つ
た
も
の
で
あ
る
。
格
例
調
か
ら
牢
舎
の
場
合
を
ぴ
ろ
い
あ
げ
れ
ば
、

　
　
一
子
ヲ
捨
候
者
牢
舎
、
或
ハ
一
村
追
放
二
行
候
事

　
　
一
小
見
ヲ
差
置
、
妻
出
奔
シ
…
…
所
置
に
一
過
リ
、
右
小
見
ヲ
殺
害
し
候
卒
族
入
牢
申
付
候
事

　
　
一
惣
テ
小
盗
ノ
分
遠
川
切
追
放
…
…
品
ニ
ョ
リ
小
盗
ノ
分
入
牢
（
以
下
略
）

　
　
一
秤
贋
作
候
者
入
牢
申
付
候
事

　
　
一
密
々
酒
商
費
之
者
入
牢
申
付
候
事

　
　
一
男
女
之
別
ヲ
飢
リ
不
作
法
二
及
者
、
男
女
共
入
牢
叉
ハ
押
込
申
付
候
事

　
　
一
制
服
違
反
之
者
士
以
下
入
牢
申
付
候
事

　
等
が
あ
り
、
男
女
を
問
わ
す
一
般
犯
罪
者
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
段
階
的
に
一
定
の
期
間
を
定
め
た
も
の
か
ど
う
か
、
ま
た
そ
の
長
期

は
ど
の
位
か
の
問
題
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
博
突
犯
の
盧
置
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
ち
　
　
　
ト
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
し
　
　
　
ち
　
　
　
し
　
　
　
ヤ
　
　
　
し
　
　
　
ち
　
　
　
し
　
　
　
も
　
　
　
し
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
し
　
　
　
し

　
　
一
百
姓
町
人
博
爽
を
犯
し
候
ヘ
ハ
一
ヶ
年
奴
二
相
行
…
　
其
中
奴
二
難
相
行
者
ハ
日
敷
三
十
日
入
牢
申
付
候
上
過
料
鏡
召
上
、
女
モ
同
様
二
申
付
候
事
（
轄
囎
）

　
と
い
う
例
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
三
郡
追
放
よ
り
も
一
級
重
い
刑
で
あ
る
奴
の
換
刑
と
し
て
の
牢
舎
が
三
十
日
で
あ
る
か
ら
、
一
般
の
牢
舎
刑
の

期
間
は
そ
れ
以
下
と
推
察
し
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
牢
舎
は
、
凋
立
の
正
刑
で
は
あ
る
が
、
き
わ
め
て
短
期
間
の
留
置
刑
で
あ
つ
て
、
他
藩

の
一
部
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
勢
役
を
件
う
長
期
聞
に
わ
た
る
徒
刑
、
す
な
わ
ち
近
代
的
自
由
刑
の
萌
芽
の
段
階
に
ま
で
は
達
し
な
か
つ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

　
戸
結
は
幕
府
法
の
閉
戸
へ
二
十
日
ー
古
日
、
門
戸
を
鎖
す
）
で
あ
り
、
親
類
預
は
幕
府
法
で
は
武
士
の
み
に
行
わ
れ
た
が
、
格
例
調
で
は
「
飢

心
反
ハ
渇
命
相
績
成
兼
候
者
ノ
類
」
は
士
族
以
外
に
も
そ
れ
を
認
め
て
い
る
。
押
込
は
幕
府
法
で
は
士
庶
を
間
わ
す
行
わ
れ
た
が
（
三
十
日
ー
百

日
、
無
期
。
居
室
を
閉
じ
て
他
行
を
禁
す
る
）
、
こ
こ
で
は
士
族
以
外
に
の
み
そ
の
刑
が
あ
る
。
．
償
銭
は
過
料
刑
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
格
式
秘
書
に



は
縄
懸
と
い
う
の
が
あ
り
、
幕
府
法
の
手
鎖
（
三
十
日
！
百
日
爾
手
を
鎖
封
す
）
類
以
の
刑
と
思
わ
れ
る
が
、
秘
藏
録
、
格
例
調
に
は
そ
の
刑
名

が
見
當
ら
な
い
。

八
　
附
加
刑

　
重
罪
の
死
刑
囚
に
は
引
廻
」
晒
の
附
加
刑
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
前
に
述
べ
た
が
、
晒
は
死
刑
以
外
に
も
附
加
刑
と
し
て
行
わ
れ
た
。
例
え
ば

格
例
調
に
よ
る
と
「
百
姓
町
人
博
突
ヲ
犯
シ
倒
ヘ
ハ
一
ケ
年
奴
に
相
行
、
宿
仕
候
者
ハ
市
町
之
辻
或
ハ
當
所
二
於
テ
日
藪
七
日
晒
後
奴
二
相
行
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
3
2
）

汝
」
と
あ
り
、
ま
た
前
掲
「
仙
毫
風
談
」
に
も
「
博
突
を
犯
候
者
見
替
ヤ
ッ
コ
と
て
、
宿
い
た
し
候
者
は
芭
蕉
之
辻
二
晒
シ
云
汝
」
と
あ
る
。
す

な
わ
ち
博
突
の
宿
を
し
た
者
の
奴
刑
に
は
七
日
間
の
晒
が
属
刑
と
し
て
加
え
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
遠
川
切
以
上
の
罪
に
は
「
家
財
歓
所
」

が
附
加
さ
れ
た
が
、
詳
細
は
遺
憾
な
が
ら
知
る
を
え
な
い
。

九
　
拷
間

　
格
例
調
に
は
拷
訊
に
つ
い
て
は
何
の
記
載
も
な
い
。
し
か
し
、
林
子
李
の
前
掲
上
書
に
「
詮
議
事
は
何
に
よ
ら
す
、
速
か
に
増
の
あ
く
を
よ
し

と
、
仕
る
事
に
て
御
座
候
。
當
時
は
士
大
夫
を
ば
、
拷
問
不
レ
仕
事
の
様
に
相
成
候
得
共
、
た
と
へ
士
大
夫
た
り
と
も
、
罪
の
う
た
が
は
敷
を
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

拷
問
し
て
速
に
決
す
る
を
貴
ぶ
事
に
て
御
座
候
」
と
あ
る
か
ら
、
士
族
以
外
に
は
幕
府
法
と
同
様
に
拷
間
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
わ
か
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
し

　
（
1
）
　
小
早
川
教
授
は
前
掲
論
丈
で
「
此
の
内
容
は
…
…
総
て
百
四
ケ
條
あ
る
」
（
前
掲
書
二
八
五
頁
）
と
い
わ
れ
る
が
、
同
論
丈
中
の
解
説
で
は
「
倫
理
ヲ
棄
ル

　
　
　
類
」
十
一
力
條
。
「
殺
人
ノ
類
」
三
ナ
三
力
傑
、
「
盗
賊
ノ
類
」
三
十
六
力
條
、
「
好
悪
ノ
類
」
＋
九
力
條
、
「
法
令
違
反
之
類
」
三
†
三
力
條
、
「
緩
慢
之
類
」

　
　
　
九
ヵ
條
、
「
過
誤
寛
宥
類
」
ニ
カ
條
、
「
不
法
不
義
類
」
二
＋
力
條
と
な
つ
て
お
り
（
前
掲
書
二
八
八
頁
ー
二
九
八
頁
）
、
こ
れ
に
「
士
族
刑
法
」
「
卒
族
以
下

　
　
　
刑
法
」
を
そ
払
ぞ
れ
一
條
と
し
て
加
え
る
と
合
計
百
六
十
五
條
の
計
算
K
な
る
。
百
四
力
條
と
い
わ
れ
る
の
は
何
か
の
誤
り
と
も
思
わ
れ
る
が
、
い
ま
、
そ

　
　
　
れ
を
確
め
え
な
い
。

　
（
2
）
「
各
國
刑
法
比
照
」
は
、
明
治
＋
六
年
六
月
、
當
時
の
参
事
院
が
編
纂
し
た
も
の
で
、
四
六
版
全
六
冊
計
三
、
三
六
醐
頁
の
大
調
盗
書
で
あ
り
、
編
者
は
書

　
　
　
刑
法
局
格
例
調
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七



　
　
刑
法
局
格
例
調
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

　
　
記
官
村
町
保
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
治
＋
五
年
刑
法
の
各
傑
に
、
東
西
古
今
り
外
國
刑
法
四
卜
三
種
、
大
賓
律
、
明
治
初
年
刑
法
三
種
、
徳
川
時
代
の
幕
府
法

　
　
及
び
藩
刑
法
八
種
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
該
當
條
項
を
選
ん
で
併
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
利
用
さ
れ
た
藩
刑
法
こ
そ
は
、
本
丈
で
蓮
．
へ
た
明
治
八
年
に
お

　
　
け
る
司
法
省
の
蒐
集
書
と
み
て
い
い
。
三
浦
博
士
の
掲
げ
て
い
る
十
種
の
藩
法
中
、
「
中
村
藩
罪
案
窮
」
と
「
岡
山
藩
新
律
」
（
三
浦
前
褐
書
一
四
五
四
頁
一

　
　
四
五
六
頁
）
と
が
洩
れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
わ
か
ら
な
い
。
な
お
「
刑
法
局
格
別
調
」
は
「
仙
豪
藩
刑
法
」
の
名
禰
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）
　
日
木
近
代
行
刑
史
稿
上
巻
【
○
頁
一
一
頁
。

（
4
）
　
仙
亮
叢
書
第
＋
巻
三
〇
二
頁
三
〇
三
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ

（
5
）
　
藩
士
玉
最
＋
藏
が
新
律
御
制
作
（
刑
法
編
纂
、
）
を
提
唱
し
た
「
仁
政
篇
」
下
谷
（
天
正
二
年
ー
天
明
の
誤
か
）
に
お
い
て
「
御
國
に
て
は
律
無
之
、
格
式

　
　
横
、
薯
撃
建
竺
（
馨
（
某
醤
盃
鐘
蓉
一
西
賢
）
と
い
っ
て
い
る
が
、
仙
蕪
震
あ
よ
う
斐
董
緯
作
成
髭
患
糞

　
　
る
。
「
務
式
秘
書
」
、
「
御
仕
置
之
格
」
は
そ
う
し
た
も
の
の
剛
つ
で
あ
ろ
う
。

（
6
）
　
小
倉
博
民
が
、
そ
の
著
「
仙
哀
郷
土
誌
」
（
昭
和
八
年
）
で
「
鋸
挽
の
刑
は
刑
名
だ
け
で
本
藩
で
は
そ
の
實
例
を
見
な
い
」
（
一
コ
頁
）
と
い
わ
れ
る
の
は
、

　
　
そ
の
意
昧
で
あ
ろ
う
o

（
7
）
「
天
明
癸
卯
凶
年
天
保
四
癸
巳
凶
年
」
の
天
保
七
年
＋
月
二
＋
三
日
の
條
に
「
御
仕
置
者
＋
一
人
有
、
…
…
此
R
見
物
人
お
び
た
穿
し
。
御
ら
う
（
牢
）
前

　
　
四
人
の
内
一
人
節
か
い
い
、
一
人
は
切
腹
、
二
人
は
打
首
」
（
鞭
騙
）
と
あ
る
（
阿
刀
由
令
造
編
「
仙
藁
郷
土
史
料
」
六
七
頁
い
。
「
首
か
』
り
」
と
い
う
の
は

　
　
絞
首
刑
の
こ
と
で
は
な
く
獄
門
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
一
般
に
は
こ
の
よ
う
に
も
呼
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
8
）
　
前
掲
行
刑
史
稿
六
七
六
頁
。
こ
の
貼
K
つ
い
て
は
、
三
原
良
吉
稿
「
仙
蔓
藩
に
於
け
る
死
刑
囚
の
寺
町
引
晒
に
就
て
」
仙
豪
郷
土
砺
究
第
八
巻
第
三
號
が

　
　
あ
る
が
、
私
は
滲
照
し
え
な
か
つ
た
。

（
9
×
1
0
）
　
宮
城
縣
牡
鹿
郡
役
所
編
「
牡
鹿
郡
誌
」
一
二
〇
頁
。

（　 〆へ　（　（　（　（　（
17　16　15　14　13　12　11
）　㌧ノ　、ノ　）　）　）　）

三
原
良
吉
稿
「
お
せ
っ
搬
と
稻
す
る
碑
」
仙
墓
郷
土
研
究
箪
九
巻
第
一

藤
原
粗
之
助
等
、
編
「
登
米
郡
史
」
上
巻
一
八
O
頁
一
八
幅
頁
。

奥
羽
史
料
第
三
同
の
六
。

前
掲
仙
憂
叢
書
第
＋
谷
一
五
八
買
三
二
二
頁
。

前
掲
行
刑
史
稿
六
四
八
頁
。

小
野
清
著
「
咋
夢
項
事
」
（
穂
川
制
度
史
料
所
牧
）
一
〇
頁
。

前
掲
牡
鹿
郡
誌
一
一
八
頁
、
前
掲
宮
城
縣
通
史
二
〇
一
頁
。

一
號
六
頁
。



／へ　（

1918
㌧＿ノ　）

（
2
0
）

（
2
1
）

（
羽
）

（
2
3
）

（
2
4
）

（　（　（
272625
）　kノ　）

（
2
8
）

（
29
）

（
3
0
）

（
31
）

（
32
）

（
33
）

（
34
）

　
前
掲
牡
鹿
郡
誌
一
一
七
頁
o

　
幕
府
は
、
原
則
と
し
て
流
刑
者
に
扶
持
を
給
し
な
か
つ
た
の
で
、
特
技
や
金
品
を
持
た
ぬ
者
に
、
多
く
の
餓
死
者
を
生
じ
た
。
淺
沼
惟
太
郎
著
コ
一
一
宅
島

歴
史
年
表
」
．
一
二
頁
、
前
娼
行
刑
史
稿
六
三
一
頁
。

　
日
本
経
濟
大
典
第
四
六
巻
五
二
ご
頁
。

　
そ
の
全
丈
は
前
掲
牡
鹿
郡
誌
に
あ
る
が
（
一
｝
六
頁
）
、
そ
れ
と
や
エ
丈
言
の
異
な
る
も
の
が
前
掲
行
刑
史
稿
に
も
あ
る
（
六
三
五
頁
）
。

　
前
掲
行
刑
史
稿
六
三
三
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
罵
憶
）

　
秘
藏
録
巻
八
、
前
掲
仙
豪
叢
書
第
＋
雀
三
二
一
頁
。
享
保
七
年
、
將
軍
吉
宗
は
各
大
名
に
、
狽
り
に
他
國
遣
放
を
行
わ
な
い
様
命
じ
た
。
仙
墓
藩
の
追
放

刑
の
改
正
は
、
こ
の
命
に
鷹
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
（
一
認
㎝
）

　
幕
府
法
で
は
延
享
二
年
以
後
百
姓
町
人
の
重
、
中
、
輕
疸
放
を
慶
止
し
た
。
幕
府
法
の
疸
放
刑
に
つ
い
て
は
三
浦
周
行
稿
「
追
放
刑
論
」
（
法
制
史
研
究
九

九
三
頁
以
下
）
・
高
柳
眞
三
稿
「
遣
放
刑
」
（
法
學
第
＋
谷
第
九
號
一
頁
以
下
）
等
滲
照
。

　
仙
塵
叢
書
第
二
巷
三
二
八
頁
。

　
高
柳
眞
三
著
「
徳
川
時
代
刑
法
の
概
親
」
（
司
法
資
料
別
冊
第
九
號
）
七
三
頁
。

　
奴
刑
は
他
藩
の
刑
法
に
も
存
す
る
が
、
就
中
封
馬
藩
の
そ
れ
が
著
名
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
先
學
の
詳
し
い
研
究
が
あ
る
。
金
田
卒
一
郎
稿
「
封
馬

藩
の
奴
刑
」
（
法
政
研
究
第
コ
ニ
巻
第
二
號
一
五
頁
以
下
）
滲
照
。

　
前
掲
経
濟
大
典
第
四
六
谷
五
一
コ
頁
。

　
前
掲
牡
鹿
郡
誌
一
剛
九
頁
。

　
幕
府
法
の
親
類
預
は
期
間
を
定
め
ず
親
類
宅
に
禁
鋼
。
改
易
は
士
分
の
身
分
を
除
籍
し
庶
民
に
下
す
。
逼
塞
は
遠
慮
、
愼
逼
塞
と
あ
り
、
前
者
は
居
宅
の

潜
門
の
み
を
閉
さ
ず
単
後
者
は
書
問
居
宅
の
出
入
を
禁
ず
る
。
閉
門
は
居
宅
の
門
を
閉
し
竹
柵
を
設
け
喪
夜
共
出
入
を
禁
ず
る
。
蟄
居
は
一
室
内
に
蟄
居
せ

し
む
る
も
の
で
あ
つ
た
。

　
凡
下
扶
持
人
に
は
足
輕
、
小
人
、
餌
取
、
坊
主
、
職
人
等
が
あ
る
。
（
三
原
良
吉
稿
「
仙
墓
語
彙
」
㈲
仙
毫
郷
土
碑
究
第
＋
巻
第
七
號
一
四
頁
）
。

　
前
掲
経
濟
大
典
第
四
六
巷
五
一
二
頁
。

　
前
掲
仙
豪
叢
書
第
二
巷
三
三
〇
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
鳶
㎝
）

　
秘
藏
録
巻
一
に
は
、
七
拾
歳
以
上
及
び
拾
七
歳
以
下
の
者
は
、
人
殺
し
の
揚
合
以
外
に
拷
門
を
免
除
し
た
享
保
＋
年
五
月
の
定
が
あ
る
（
前
掲
仙
秦
叢
書

第
＋
巻
ニ
ニ
七
頁
）
。

刑
法
局
格
例
調
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九



刑
法
局
格
例
調
考

二
〇

五

　
次
に
刑
罰
髄
系
を
の
ぞ
く
刑
法
総
則
的
方
面
と
、
犯
罪
の
態
様
に
一
瞥
を
あ
た
え
て
み
た
い
。

一
　
責
任
能
力

　
　
　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

　
幼
年
者
並
び
に
老
年
者
の
刑
事
責
任
能
力
に
つ
い
て
秘
藏
録
巻
一
に
は
、

　
　
一
　
七
拾
才
以
上
拾
七
才
以
下
の
者
、
遠
島
の
罪
は
、
一
統
被
一
和
宥
一
候
義
、
並
人
殺
の
外
拷
問
等
の
義
も
被
二
相
宥
一
候
段
被
二
仰
出
一
候
事
韓
瑚
肘

　
と
の
書
付
が
あ
り
、
格
例
調
に
は
、

　
　
一
　
七
拾
才
以
上
拾
五
歳
以
下
之
者
・
其
罪
之
品
二
依
・
一
等
相
宥
候
事

　
と
い
う
例
が
あ
る
。
老
年
者
に
つ
い
て
は
七
十
歳
以
上
、
幼
年
者
に
つ
い
て
は
先
に
は
十
七
歳
、
後
ち
に
は
十
五
歳
以
下
の
者
は
、
限
定
責
任

能
力
を
み
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
事
例
と
し
て
、

　
　
一
　
小
見
徒
二
火
ヲ
付
候
者
流
罪
相
行
例
二
御
座
候
事

　
と
あ
る
。
成
年
者
の
放
火
犯
は
火
罪
で
あ
る
が
、
「
小
兜
」
の
場
合
は
、
藪
等
を
滅
じ
て
流
に
盧
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
幕
府
の
御
定
書
に
よ

れ
ば
「
子
心
に
て
無
辮
、
火
を
付
候
も
の
」
は
「
十
五
歳
迄
親
類
え
預
置
」
「
遠
島
」
と
あ
る
。
幼
年
者
に
封
し
て
も
客
観
主
義
的
責
任
思
想
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ら
一
定
の
刑
事
責
任
を
み
と
め
つ
つ
な
お
刑
罰
適
慮
性
を
考
慮
し
、
十
五
歳
ま
で
刑
の
執
行
を
猫
豫
し
た
も
の
で
あ
る
。
刑
事
責
任
の
限
界
を
十

五
歳
に
置
い
て
い
た
こ
と
は
、
「
十
五
歳
以
下
之
無
宿
者
、
途
中
其
外
に
て
小
盗
い
た
し
候
に
お
い
て
は
、
非
人
手
下
」
と
い
う
規
定
に
も
あ
ら

わ
れ
て
い
る
。
前
掲
享
保
十
年
の
定
で
は
十
七
歳
で
あ
る
¢
が
、
格
例
調
で
十
五
歳
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
御
定
書
の
方
針
に
歩
調

を
合
せ
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
七
十
凝
以
上
の
老
年
者
へ
の
考
慮
は
幕
府
法
で
は
行
わ
な
い
注
意
す
べ
き
取
扱
い
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
直
接
に
は
わ
が
古
律
ま
た
は
唐
、
明
律



の
影
響
を
う
け
た
も
の
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

　
精
神
病
者
に
つ
い
て
は
格
例
調
に
次
の
ご
と
き
取
扱
い
が
あ
る
。

　
　
一
　
狂
飢
之
者
人
二
疵
付
候
得
ハ
親
類
二
相
預
園
入
申
付
候

　
　
一
　
狂
飢
弟
若
ハ
妻
子
並
下
男
下
女
ヲ
殺
シ
候
得
ハ
永
ク
入
牢
申
付
、
叉
ハ
親
類
へ
預
、
園
エ
入
置
候
例
二
御
座
候
事

　
　
但
病
欝
蕩
心
シ
妻
ヲ
殺
シ
候
士
族
・
入
獄
申
付
候
例
二
御
座
候
事

　
幕
府
法
に
お
け
る
精
神
病
者
の
殺
人
犯
は
、
被
害
者
が
目
下
の
場
合
に
は
、
死
刑
を
冤
か
れ
た
が
、
そ
れ
以
外
に
は
原
則
と
し
て
死
罪
ま
た
は

下
手
人
に
庭
し
た
。
た
だ
主
殺
、
親
殺
等
を
の
ぞ
き
被
害
者
の
主
人
、
親
類
の
赦
冤
願
の
あ
る
場
合
に
は
、
本
入
の
親
類
預
け
等
の
措
置
が
行
わ
れ

p
3
）

た
。
格
例
調
の
例
は
、
傷
害
と
目
下
の
者
え
の
殺
人
の
場
合
の
み
で
あ
つ
て
、
一
般
的
な
取
扱
い
は
わ
か
ら
な
い
が
、
精
紳
病
者
の
意
思
能
力
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

訣
如
を
刑
の
減
輕
事
由
と
考
え
た
態
度
は
、
幕
府
法
と
同
様
と
考
え
て
よ
い
。
た
だ
永
牢
の
制
を
、
そ
の
虚
遇
方
法
に
採
用
t
て
い
る
こ
と
は
注

意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
前
掲
例
の
但
書
の
意
味
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
精
神
病
者
に
準
す
る
取
扱
い
を
し
た
場
合
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

武
士
に
は
牢
舎
刑
が
な
い
か
ら
、
入
獄
と
い
う
の
は
永
牢
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。

二
　
故
意
と
過
失

　
格
例
調
の
内
容
を
み
れ
ば
、
御
定
書
と
同
じ
く
故
意
と
過
失
の
匝
別
を
み
と
め
、
過
失
犯
を
故
意
犯
よ
り
輕
く
罰
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
が
な

い
。
幕
府
法
で
は
、
故
意
を
「
巧
」
を
以
て
犯
せ
る
罪
（
豫
謀
し
た
罪
）
と
、
「
不
斗
」
犯
せ
る
罪
（
偶
然
の
動
機
に
よ
る
罪
）
と
に
分
け
て
取

扱
わ
れ
て
い
る
。
格
例
調
の
例
は
、
こ
の
種
の
匝
別
を
ぴ
ろ
い
あ
げ
る
に
は
飴
り
に
も
簡
軍
で
あ
つ
て
、
遺
憾
な
が
ら
な
し
え
な
い
。
過
失
の
場

合
の
例
を
あ
げ
れ
ば
、

　
　
一
　
砲
襲
シ
誤
而
人
ヲ
殺
候
者
、
壼
郡
追
放
二
相
行
候
事

　
　
一
　
餅
ヲ
揚
候
節
杵
ヲ
誤
テ
倍
人
之
頭
工
當
、
死
亡
至
候
者
、
三
郡
追
放
相
行
候
事

　
　
一
　
火
ヲ
麓
疎
ニ
シ
失
火
二
爲
及
候
者
士
族
ハ
謹
愼
、
卒
族
以
下
ハ
押
込
置
候
事
　
但
場
町
柄
ニ
ョ
リ
一
二
等
重
ク
モ
相
行
候

　
　
　
刑
法
局
格
例
調
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一



　
　
　
刑
法
局
格
例
調
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鵡
）

　
等
が
あ
る
。
幕
府
法
で
は
、
過
失
を
「
不
念
」
（
認
識
あ
る
過
失
）
と
「
不
斗
」
（
認
識
な
き
過
失
）
と
に
匝
別
し
た
。
前
掲
の
例
の
文
言
の
み

で
は
、
具
膿
的
事
實
が
詳
し
く
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
幕
府
法
の
ご
と
き
明
瞭
な
匠
別
を
み
ち
び
き
え
な
い
が
、
強
い
て
い
え
ば
、
前
一
例
は

不
斗
、
後
二
例
は
不
念
の
場
合
で
あ
ろ
う
か
。
さ
れ
ば
無
過
失
無
責
任
⑳
思
想
に
は
、
ま
だ
到
達
し
て
い
な
か
つ
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
小
早
川
教
授
は
格
例
調
の

　
　
一
　
妻
ト
ロ
論
シ
・
薪
ニ
テ
衝
キ
死
亡
二
爲
至
候
者
・
近
流
二
相
行
候
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
一

　
も
、
認
識
あ
る
過
失
の
殺
人
と
さ
れ
て
い
る
が
、
私
は
、
こ
の
例
を
過
失
殺
人
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
傷
害
致
死
の
場
合
と
考
え
た
い
。

三
　
縁
坐
と
蓮
坐

　
縁
坐
は
、
犯
人
の
親
族
に
負
わ
せ
る
刑
事
上
の
蓮
帯
責
任
制
で
あ
り
、
蓮
坐
は
親
族
以
外
の
關
係
者
に
生
す
る
蓮
帯
責
任
制
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
蓮
帯
責
任
制
を
採
る
こ
と
は
、
古
代
刑
法
の
特
長
と
い
つ
て
よ
い
。
御
定
書
以
前
の
幕
府
法
に
み
ら
れ
る
縁
坐
制
は
、
戦
國
時
代
の
飴
風
を

う
け
、
き
わ
め
て
廣
範
園
に
亙
つ
て
い
る
。
仙
憂
藩
で
も
元
線
時
代
の
頃
に
は
、
か
な
り
嚴
格
な
縁
坐
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
前
揚
「
秋
山

　
　
（
6
）

氏
畳
書
」
の
弐
の
記
載
に
よ
つ
て
、
そ
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
一
　
主
殺
之
類
引
は
り
曝
竹
鋸
に
て
挽
之
礫
・
父
母
兄
弟
迄
同
罪
前
之
父
母
兄
弟
迄
死
罪
被
仰
付
候

　
　
一
　
追
剥
仕
候
者
…
…
子
兄
弟
迄
流
罪
御
追
放
被
仰
付
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
交
五
年
・
嶺
o
o
①
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
戦
國
時
代
伊
達
家
の
家
法
「
塵
芥
集
」
に
は
、
種
女
の
武
断
的
縁
坐
制
が
採
ら
れ
て
い
た
が
、
當
時
は
ま
だ
そ
の
影
響
か
ら
完
全
に
脆
し
き
れ

な
か
つ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
（
嵩
b
o
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
幕
府
法
で
は
享
保
六
年
以
來
、
し
ば
し
ば
緩
和
策
が
講
ぜ
ら
れ
、
御
定
書
以
後
に
お
い
て
は
、
武
士
以
外
の
者
の
縁
坐
は
主
殺
親
殺
の
ご
と
き

重
罪
に
限
定
さ
れ
、
ま
た
武
士
の
場
合
も
死
刑
者
の
子
は
遠
島
、
遠
島
の
者
の
子
は
中
追
放
と
、
そ
れ
以
前
に
比
較
す
れ
ば
、
は
る
か
に
寛
大
な
塵

置
が
採
ら
れ
て
い
る
。
秘
藏
録
の
格
、
格
式
秘
書
、
格
例
調
に
は
縁
坐
に
關
し
て
何
の
記
載
も
な
い
。
し
た
が
つ
て
元
豫
時
代
に
み
ら
れ
た
縁
坐



制
が
ど
の
よ
う
に
攣
貌
し
て
い
つ
た
か
は
、
”
遺
憾
な
が
ら
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
秘
藏
録
巻
九
所
載
9
「
御
仕
置
被
二
仰
付
｝
候
者
の
親

　
　
　
　
　
（
9
）

類
、
遠
慮
之
格
」
に
よ
つ
て
、
享
保
の
頃
、
武
士
の
縁
坐
の
一
種
と
し
て
廣
く
「
遠
慮
」
の
制
が
あ
つ
た
事
を
知
り
う
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
蓮
坐
に
關
す
る
格
例
調
の
例
に
は
、
亥
の
ご
と
き
も
の
が
あ
る
。

　
　
一
　
博
爽
宿
シ
候
者
之
人
頭
五
人
組
合
過
料
召
上
候
其
中
十
五
才
以
下
之
者
並
後
家
女
座
頭
女
人
頭
ハ
無
構
（
下
略
）

　
　
一
　
禁
ヲ
犯
シ
賭
弓
賭
將
碁
仕
候
者
入
牢
…
…
賭
弓
ハ
組
合
ノ
モ
ノ
ト
モ
追
込
申
付

　
　
一
　
相
禁
シ
置
候
節
、
禁
ヲ
犯
シ
濁
酒
造
候
ヘ
ハ
、
犯
人
並
組
合
共
過
料
鏡
召
上
、
清
酒
密
造
之
者
ハ
奴
二
相
行
（
下
略
）

　
　
一
　
禁
ヲ
犯
シ
操
芝
居
並
小
見
セ
物
等
、
都
テ
木
戸
ヲ
構
、
鐘
ヲ
取
、
多
人
敷
集
會
爲
仕
候
者
ハ
、
地
主
並
主
立
候
者
奴
、
地
主
不
居
合
候
ト
モ
同
等
二
相
行

　
　
候
（
下
略
）

　
　
一
　
遁
逃
ノ
百
姓
、
其
者
之
五
人
組
ヨ
リ
過
料
金
一
爾
ツ
・
召
上
候
、
遁
逃
百
姓
を
潜
匿
爲
仕
候
者
、
過
料
金
五
爾
、
右
五
人
組
モ
一
人
ヨ
リ
一
爾
ツ
・
召
上

　
　
候
（
下
略
）

　
い
す
れ
も
、
五
人
組
、
地
主
等
に
蓮
帯
責
任
を
負
わ
し
め
た
も
の
で
あ
つ
て
、
廣
く
司
法
警
察
的
任
務
を
そ
れ
ら
の
者
に
分
指
さ
せ
る
趣
向

は
、
警
察
機
構
が
完
備
し
な
い
封
建
時
代
刑
法
の
特
色
を
露
呈
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
四
　
共
犯

　
格
例
調
の
例
に
み
ら
れ
る
共
犯
は
、
從
犯
の
場
合
が
多
く
、
教
唆
犯
に
該
當
す
る
も
の
は
一
例
も
見
當
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
、
）

　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　一　　　一　一一

養
弟
不
當
ノ
所
爲
有
之
由
ニ
テ
・
父
倶
々
匁
傷
死
亡
爲
至
候
士
族
・
洗
遠
相
行
・
父
ハ
藤
ノ
牛
ヲ
減
ジ
閉
門
申
付
例
二
御
座
候
事

人
殺
二
手
傳
候
者
、
遠
流
二
相
行
、
但
品
二
依
リ
本
條
ヨ
リ
輕
等
二
申
付
候
者
モ
有
之

當
座
ノ
ロ
論
の
上
、
人
殺
の
致
荷
捲
候
老
ハ
重
過
料

人
敷
ヲ
催
シ
押
入
強
盗
致
候
渚
ハ
礫
・
…
…
…
随
從
ノ
者
ハ
洗
罪
二
相
行

徒
蕪
ヲ
結
ヒ
候
者
、
本
人
ハ
礫
、
品
ニ
ヨ
リ
夷
首
、
流
罪
二
相
行
、
随
從
ノ
者
追
放
又
ハ
戸
結
ニ
モ
相
行
候
事

密
銭
吹
方
致
候
者
、
近
流
、
随
從
ノ
者
ハ
遠
川
切
追
放
等
ニ
モ
相
行
候
事

役
人
之
眞
似
仕
候
者
臭
首
・
品
ニ
ョ
リ
流
罪
・
随
從
之
者
ハ
遠
川
切
追
放

刑
法
局
格
例
調
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三



　
　
　
刑
法
局
格
例
調
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

　
手
徳
、
荷
櫓
、
随
從
の
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
ぱ
、
そ
れ
ぞ
れ
意
味
を
異
に
し
た
か
ど
う
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
「
從
犯
の
刑
は
正
犯
の

刑
に
照
し
て
減
輕
す
」
と
い
う
基
本
方
針
は
一
貫
し
て
流
れ
て
い
る
。
そ
の
黙
、
御
定
書
の
庭
置
と
全
く
同
一
で
あ
る
。

五
　
累
犯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
幕
府
法
で
は
累
犯
加
重
の
一
般
的
原
則
は
存
在
し
な
い
が
、
個
々
の
場
合
に
は
そ
う
し
た
方
針
を
以
て
庭
置
し
て
い
る
場
合
が
少
く
な
い
。
格

例
調
に
も
同
一
犯
罪
の
再
犯
者
を
加
重
し
て
罰
し
た
例
が
み
ら
れ
る
。

　
　
一
　
盗
再
犯
ノ
者
ハ
近
流
二
相
行
候
事

　
　
一
　
密
通
ニ
テ
島
奴
申
付
置
候
内
・
再
密
通
ノ
女
ハ
刎
首
二
相
行

　
三
犯
あ
る
い
は
常
習
犯
の
例
と
し
て
は
、

　
　
一
　
凡
下
女
盗
仕
候
得
ハ
壼
ヶ
年
奴
二
相
行
、
盗
ヲ
本
業
二
仕
候
得
ハ
五
六
年
奴
二
相
行

　
　
一
　
薄
変
ヲ
常
二
業
ト
シ
候
者
並
或
ハ
再
犯
二
及
候
者
遠
川
切
追
放
、
三
犯
二
及
候
得
ハ
近
流
相
行
候
事

　
　
一
　
巾
漕
切
ヲ
本
業
ト
仕
候
者
は
小
盗
二
准
シ
遠
川
切
追
放
、
再
犯
叉
ハ
其
品
二
寄
流
罪
等
ニ
モ
相
行

　
次
の
よ
う
な
特
殊
の
場
合
も
あ
る
。

　
　
一
　
遠
川
切
以
下
追
放
ノ
者
無
品
立
蹄
候
ヘ
ハ
三
度
迄
ハ
相
行
、
初
犯
輕
キ
者
ニ
テ
モ
四
ヶ
度
立
蹄
候
ヘ
ハ
死
罪
、
縦
令
四
ケ
度
立
麟
候
テ
モ
本
罪
輕
キ
者
或

　
　
　
ハ
立
蹄
候
趣
意
ニ
ョ
リ
其
時
々
取
調
遠
川
切
追
放
或
ハ
死
罪
二
相
行
・
他
國
追
放
等
立
蹄
候
者
モ
右
二
准
シ
相
行

　
三
度
迄
は
元
へ
戻
す
だ
け
で
あ
る
が
、
四
同
目
は
死
罪
に
虞
す
も
の
で
あ
つ
て
、
や
は
り
累
犯
加
重
思
想
の
｝
つ
の
表
現
と
し
て
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

六
　
未
途
犯

　
格
例
調
に
お
け
る
未
途
犯
の
例
は
、
わ
す
か
に
次
の
三
つ
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
　
一
　
物
ヲ
盗
ヘ
キ
タ
メ
入
家
工
火
ヲ
放
、
焼
失
爲
至
候
者
、
火
罪
二
相
行
候
事



　
　
但
其
事
不
途
者
ハ
遠
流
（
下
略
）

　
　
一
　
扶
持
米
相
渡
候
誰
印
ヲ
贋
作
L
、
他
之
扶
持
米
ヲ
窃
候
士
族
刎
首
、
其
事
不
途
候
得
ハ
選
流
相
行
候
事

　
　
一
　
主
入
二
毒
ヲ
與
候
者
・
不
至
死
ト
モ
市
中
引
晒
・
礫
二
相
行
候
事

　
幕
府
法
で
は
、
放
火
、
窃
盗
の
未
途
は
既
途
と
全
く
同
様
に
罰
す
る
が
、
殺
人
、
傷
害
の
場
合
は
未
途
を
減
輕
す
る
の
を
原
則
と
し
た
。
例
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

ば
主
人
に
封
す
る
殺
人
未
途
ば
死
罪
で
あ
る
（
既
途
は
鋸
挽
）
。
前
記
の
例
で
み
る
と
、
放
火
及
誰
印
爲
造
行
使
扶
持
米
窃
取
の
場
合
は
減
輕
し
主

人
毒
殺
未
途
は
既
途
と
同
一
に
取
扱
い
、
幕
府
法
と
は
正
に
封
照
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
個
六
の
犯
罪
の
取
扱
方
法
の
黙
で
あ
つ
て
場
合

に
よ
つ
て
未
途
、
、
既
途
を
厘
別
し
、
ま
た
は
同
硯
し
た
基
本
原
則
で
は
、
幕
府
法
と
同
じ
で
あ
つ
弛
と
み
て
よ
い
。

六
　
正
當
防
衛

　
格
例
調
か
ら
正
當
防
衛
と
み
ら
れ
る
例
を
あ
げ
る
と
、

　
　
一
　
無
禮
ノ
暴
動
二
被
及
候
力
、
何
ソ
無
擦
筋
有
之
・
人
ヲ
手
殺
候
者
ハ
無
穣
候
事

　
と
い
う
の
が
あ
る
。
具
龍
的
事
實
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
急
迫
不
正
の
侵
害
行
爲
に
封
す
る
反
撃
を
、
無
罪
と
し
た
例
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な

い
。
幕
府
法
で
は
一
般
的
な
正
當
防
衛
の
場
合
、
直
に
犯
罪
成
立
の
阻
却
を
認
め
す
、
刑
の
減
輕
事
由
と
な
し
て
い
る
。
聡
だ
特
別
の
事
情
の
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

る
と
き
に
限
つ
て
の
み
、
不
可
罰
性
を
認
め
て
い
た
。
事
實
の
内
容
が
明
瞭
で
な
い
前
掲
一
例
の
存
在
を
以
て
、
仙
憂
藩
で
は
常
に
か
な
ら
す
一

般
的
正
當
防
衛
が
確
立
し
て
い
た
と
断
す
る
の
は
危
瞼
で
あ
る
が
、
正
當
防
衛
的
急
想
が
認
識
さ
れ
て
い
牝
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
o

　
さ
ら
に
、
正
當
防
衛
に
若
干
の
關
蓮
を
有
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
例
に
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　
　
一
　
親
ヲ
被
打
郷
候
ヲ
憤
り
・
璽
撃
候
エ
助
力
シ
・
右
子
供
倶
々
相
子
ヲ
打
殺
シ
候
者
遠
流
二
相
行
・
子
供
ハ
近
流
二
相
行
候
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
13
）

　
こ
れ
も
詳
し
い
事
實
の
内
容
は
わ
か
ら
な
い
が
、
小
早
川
教
授
は
こ
の
例
を
次
の
よ
う
に
読
明
さ
れ
る
。

　
　
　
刑
法
局
絡
例
調
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五



　
　
　
　
刑
法
局
格
例
罰
調
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
山
ハ

　
　
　
右
も
亦
一
種
の
殺
人
竃
助
罪
に
關
す
る
規
定
で
あ
る
け
れ
共
、
親
が
打
郷
に
逢
ひ
、
そ
の
傍
に
此
れ
を
防
止
す
る
事
を
得
ず
立
て
る
子
供
を
見
て
、
義
憤
を

　
　
畳
え
其
の
子
供
と
共
に
加
害
者
を
殺
害
せ
る
場
合
の
庭
罰
規
定
た
る
事
に
特
色
を
有
し
て
ゐ
る
。
併
し
か
玉
る
場
合
に
於
て
も
一
般
の
殺
人
駕
助
罪
と
同
じ
く

　
　
殺
害
者
を
遠
流
に
威
し
て
ゐ
る
事
は
注
意
す
べ
き
黙
で
あ
ろ
う
。
而
も
「
子
供
」
は
近
流
に
庭
し
て
ゐ
る
。
・
…
・
．
明
ら
か
に
本
條
は
「
子
供
」
を
完
全
な
責
任

　
　
能
力
者
と
し
て
取
扱
つ
て
ゐ
る
（
下
略
）
。

　
遠
流
に
虚
せ
ら
れ
た
者
が
駕
助
者
な
ら
ば
（
從
犯
）
、
正
犯
は
誰
と
考
え
ら
れ
丸
の
で
あ
ろ
う
。
子
供
が
正
犯
な
ら
ば
、
そ
の
虚
罰
が
從
犯
よ
り

輕
い
近
流
で
あ
る
こ
と
は
、
限
定
責
任
を
認
め
た
こ
と
に
な
つ
て
、
教
授
が
「
子
供
」
を
「
完
全
な
責
任
能
力
者
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
に
矛
盾
し

よ
う
。
ま
た
「
打
擁
」
さ
れ
た
親
が
正
犯
で
、
そ
の
子
供
及
び
加
勢
し
た
者
（
遠
流
の
者
）
が
從
犯
と
考
え
る
の
は
。
こ
の
例
の
文
言
か
ら
で
は

無
理
で
あ
ろ
う
。
こ
の
例
は
、
親
が
打
榔
に
逢
い
、
傍
ら
の
子
供
が
反
撃
し
て
い
る
現
場
を
見
た
第
三
者
が
、
そ
の
子
供
に
手
傳
わ
せ
て
逆
に
相

手
を
殺
害
し
た
場
合
で
あ
る
と
、
私
は
考
え
た
い
。
す
な
わ
ち
遠
流
に
な
つ
た
第
三
者
が
正
犯
で
あ
つ
て
、
子
供
が
翻
助
者
で
あ
ろ
う
。
一
般
殺

人
が
死
刑
で
あ
る
の
に
、
一
段
輕
く
遠
流
に
な
つ
て
い
る
の
は
、
そ
こ
に
正
當
防
衛
的
な
考
慮
が
加
え
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
わ
す
か
に

刑
一
等
を
減
じ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
は
、
過
剰
防
衛
の
き
ら
い
が
あ
つ
た
た
め
か
も
知
れ
な
い
。
な
謄
、
子
供
の
年
齢
が
到
明
し
な
い
以
上
、

限
定
責
任
能
力
云
女
の
間
題
を
論
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
。
攻
に
、

　
　
一
　
密
夫
ヲ
殺
シ
妻
ヲ
ハ
手
延
ニ
シ
候
末
熟
之
者
ハ
近
流
二
相
行
候
事

　
と
あ
る
例
は
、
姦
通
の
現
行
犯
を
護
見
し
た
夫
に
、
姦
夫
姦
婦
の
殺
害
を
許
し
た
徳
川
時
代
一
般
の
慣
習
法
を
表
わ
す
も
の
で
あ
つ
て
（
貞
節

の
正
當
防
衛
）
、
妻
の
み
を
討
ち
も
ら
し
た
行
爲
を
庭
罰
し
た
の
は
、
前
述
の
殺
害
灌
（
夫
の
防
衛
樺
）
が
、
槽
利
で
あ
る
と
同
時
に
義
務
と
も
観

念
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

七
　
犯
罪
の
態
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
、
1
4
）

　
高
柳
眞
三
教
授
は
、
徳
川
時
代
幕
府
刑
法
の
基
礎
に
横
江
わ
る
根
本
原
理
に
つ
い
て
、
弐
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
る
。

　
　
御
定
書
に
現
は
れ
た
刑
法
上
の
犯
罪
観
に
ほ
・
主
從
・
親
子
の
關
係
を
頂
馳
と
L
た
道
義
的
犯
罪
観
が
、
深
く
泌
み
わ
た
つ
て
ゐ
る
こ
と
は
顯
著
な
事
實
で



あ
る
が
、
し
か
し
こ
れ
に
ょ
つ
て
絡
始
し
て
ゐ
た
と
云
ひ
切
れ
る
ほ
ど
箪
純
な
も
の
で
ほ
屯
、
‘
か
つ
た
。
或
る
場
合
に
は
、
反
肚
會
性
或
ひ
は
肚
會
的
危
瞼
性

が
・
反
道
義
性
よ
り
も
重
く
取
扱
は
れ
る
こ
と
が
あ
つ
た
。
…
…
當
時
の
刑
法
が
道
義
責
任
を
以
て
刑
事
責
任
の
某
礎
を
固
め
つ
x
、
反
面
に
お
い
て
肚
會
的

危
瞼
性
に
封
す
る
責
任
を
そ
の
基
礎
に
取
り
入
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

　
仙
壷
藩
刑
法
が
、
い
か
な
る
行
爲
を
犯
罪
と
観
念
し
た
か
、
ま
た
い
か
な
る
基
調
に
も
と
づ
い
て
刑
の
輕
重
を
分
類
し
た
か
の
問
題
、
い
い
か

え
れ
ば
そ
の
犯
罪
観
の
根
祇
に
な
が
れ
て
い
る
思
想
は
、
以
下
述
べ
る
ご
と
く
そ
の
よ
う
な
幕
府
法
の
場
合
と
全
く
同
一
で
あ
つ
た
と
い
つ
て
い

い
。

　
格
例
調
が
あ
げ
て
い
る
例
の
中
で
、
も
つ
と
も
重
い
罪
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
主
人
と
親
に
封
す
る
殺
傷
罪
で
あ
る
。
封
建
肚
會
の
基
本
的
道

徳
で
あ
つ
顧
主
從
、
親
子
關
係
の
秩
序
を
破
る
行
爲
に
は
、
最
高
の
刑
罰
を
以
て
の
ぞ
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
主
人
に
封
す
る
毒
殺
は
既

途
、
未
途
を
間
わ
す
引
廻
し
礫
、
父
母
殺
害
、
組
母
殺
害
も
同
様
で
あ
り
、
父
母
へ
の
暴
行
傷
害
も
礫
、
君
父
を
告
訴
す
る
者
も
同
様
で
あ
つ

た
。
夫
兄
に
不
順
な
る
士
は
刎
首
、
伯
父
傷
害
は
臭
首
で
あ
る
。
御
定
書
に
よ
る
と
「
主
殺
、
親
殺
」
の
よ
う
な
重
科
人
が
刑
の
執
行
前
に
死
亡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ロ

す
る
と
、
「
死
骸
騒
詰
之
上
、
御
仕
置
」
が
行
わ
れ
、
も
つ
と
も
峻
嚴
な
態
度
を
示
し
て
い
る
が
、
仙
蔓
藩
で
も
ま
た
前
掲
「
秋
山
氏
畳
書
」
に

よ
る
と
、
元
豫
時
代
に
は
こ
の
よ
ヶ
な
死
屍
刑
が
「
親
殺
」
「
兄
伯
父
殺
」
の
場
合
に
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
犯
罪
が
い
が
に
重
罪
と
考
え

ら
れ
た
か
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
格
例
調
及
格
式
秘
書
に
は
、
死
屍
刑
に
つ
い
て
の
記
載
が
な
い
。
し
が
し
、
そ
れ
は
元
豫
以
後
康
止
さ
れ
た

た
め
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
虚
置
を
心
要
と
し
た
賓
例
が
存
し
な
か
つ
た
の
で
は
た
か
ろ
う
か
。

　
主
人
及
尊
属
親
に
封
す
る
家
來
、
卑
属
親
の
道
徳
が
、
き
び
し
く
要
請
さ
れ
る
反
面
に
は
、
そ
の
逆
の
場
合
の
犯
罪
が
一
段
輕
く
評
債
さ
れ
た

の
は
當
然
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
「
家
僕
ヲ
手
殺
シ
候
」
士
族
、
「
卒
示
二
下
男
下
女
ヲ
殺
候
」
者
は
流
罪
、
「
養
子
不
當
之
所
行
有
之
由
ニ
テ
怒

氣
二
乗
シ
匁
傷
死
亡
二
爲
至
候
」
士
族
は
減
豫
ノ
上
閉
門
、
「
養
弟
不
當
ノ
所
爲
有
之
由
ニ
テ
父
但
六
匁
傷
死
亡
爲
至
候
」
士
族
は
遠
流
、
父
は
減

線
閉
門
、
「
妻
を
殺
し
候
」
士
族
は
切
腹
で
は
あ
る
が
「
其
品
二
依
」
遠
流
、
閉
門
等
の
類
で
あ
る
。

　
　
　
刑
法
局
格
例
調
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七



　
　
　
刑
法
局
格
例
調
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

　
主
人
、
親
に
封
す
る
道
徳
が
、
彊
く
保
護
さ
れ
る
理
由
は
、
封
建
制
度
が
身
分
的
階
暦
を
そ
の
基
盤
と
な
し
て
い
る
が
た
め
に
他
な
ら
な
い
。

武
士
階
級
の
名
饗
が
庶
民
に
封
し
て
厚
く
保
護
さ
れ
て
い
る
の
も
同
一
の
理
由
に
も
と
づ
く
。
さ
れ
ば
一
般
庶
民
が
、
武
士
の
地
位
を
窺
い
、
ま

た
は
そ
の
名
碁
を
潜
稔
す
る
こ
と
は
拒
否
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
身
分
輕
キ
者
、
身
許
ヲ
爲
リ
士
族
之
養
子
ト
相
成
候
得
ハ
」
臭
首
、
「
役
人
ノ

眞
似
候
」
者
は
臭
首
ま
た
流
罪
、
「
身
分
輕
キ
者
、
身
許
ヲ
儒
リ
士
分
陪
隷
之
養
子
ト
相
成
候
」
者
は
遠
川
切
追
放
、
「
分
ヲ
犯
シ
百
姓
商
人
等
帯

刀
致
候
」
者
は
奴
、
等
の
例
は
、
こ
の
立
場
か
ら
理
解
さ
れ
よ
う
。
ま
た
「
金
鏡
ヲ
貧
リ
養
子
貰
受
候
」
士
族
は
改
易
、
「
商
人
之
娘
ヲ
妻
二
致

シ
候
」
士
族
は
改
易
、
「
臆
病
ニ
テ
雫
闘
之
場
ヲ
ハ
ツ
シ
候
得
ハ
」
士
族
並
從
者
は
他
國
追
放
ま
た
は
「
其
時
女
取
調
情
欣
次
弟
」
死
罪
、
「
酒
店

二
入
飲
酒
之
」
士
族
は
閉
門
、
等
の
例
は
、
士
族
自
身
に
も
自
己
の
名
轡
を
保
持
す
る
重
い
責
務
を
負
わ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
封
建
的
道
徳
の
擁
護
を
つ
よ
く
實
行
し
た
以
外
に
、
他
面
、
耽
會
保
全
の
目
的
に
鑑
み
て
肚
會
的
危
瞼
性
あ
る
行
爲
を
反
つ
て
重
く
罰
し
て
い

る
例
と
し
て
は
、
「
畳
金
鋳
造
候
者
」
は
礫
、
藩
中
通
用
ノ
楮
弊
蟹
造
候
」
士
族
は
刎
首
、
卒
以
下
は
臭
首
、
「
騨
縄
之
馬
丁
、
其
身
駄
逸
之
荷
物

盗
取
候
得
ハ
、
藩
中
傳
馬
町
引
晒
臭
首
」
等
を
引
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
殊
に
羅
糧
之
馬
丁
の
窃
盗
が
、
他
の
窃
盗
よ
り
も
は
る
か
に
重
く
罰

せ
ら
れ
て
い
る
の
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
要
す
る
に
仙
墓
藩
刑
法
に
み
ら
れ
る
犯
罪
の
態
様
は
、
封
建
時
代
の
刑
法
と
し
て
幕
府
法
と
同
一
の
基
調
に
立
つ
も
の
で
あ
り
、
特
に
異
色
あ

る
鮎
は
見
當
ら
な
い
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

前
掲
仙
塵
叢
書
第
一
〇
巷
二
二
七
頁
。

幕
府
法
に
ち
い
て
は
高
柳
眞
三
稿
「
徳
川
時
代
に
お
け
る
幼
年
者
の
刑
事
責
任
能
力
」
法
雛
第
一
〇
巻
第
六
號
五
二
頁
以
下
滲
照
。

高
柳
前
掲
「
徳
川
時
代
刑
法
の
概
槻
」
二
三
頁
。

高
柳
前
掲
書
二
九
頁
ー
三
〇
頁
。
中
田
薫
「
徳
川
刑
法
の
論
評
」
法
制
史
論
集
第
三
巻
七
四
二
頁
－
七
四
四
頁
。

小
早
川
前
褐
書
二
九
一
頁
。

前
掲
登
米
郡
史
上
巻
一
八
O
頁
。



（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
10
）

（
n
）

（
12
）

（
1
3
）

（
14
）

（
1
5
）

細
川
亀
市
稿
「
職
國
時
代
に
お
け
る
伊
達
家
の
法
制
」
法
學
志
林
第
四
〇
巷
第
二
號
四
四
頁
。

三
浦
周
行
稿
「
縁
坐
法
論
」
法
制
史
論
集
一
〇
二
六
頁
以
下
。

前
掲
仙
豪
叢
書
第
二
〇
巻
三
二
六
頁
以
下
。

高
柳
前
掲
書
八
五
頁
ー
八
八
頁
。

高
柳
前
掲
書
五
〇
頁
ー
五
二
頁
。

幕
府
法
に
つ
い
て
は
高
柳
眞
三
稿
「
正
當
防
衛
と
徳
川
時
代
の
刑
法
」
國
家
學
會
難
誌
第
五
七
巷
第
七
號
一
頁
以
下
参
照
。

小
早
川
前
掲
書
二
九
一
頁
。

高
柳
前
掲
書
一
一
頁
ー
二
一
頁
。

前
揚
登
米
郡
史
上
巷
一
八
O
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

　
徳
川
幕
府
創
設
の
際
、
幕
府
は
諸
藩
に
封
し
て
或
る
程
度
の
自
主
権
を
認
め
て
結
果
、
各
藩
は
幕
府
法
以
外
葱
そ
れ
ぞ
れ
自
藩
濁
特
の
制
法
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
け
　
モ

設
け
・
刑
法
の
ご
と
き
も
前
代
の
國
法
を
踏
襲
し
た
も
の
が
多
か
つ
た
が
、
三
代
將
軍
家
光
が
職
を
縫
ぐ
や
廣
く
幕
政
の
彊
化
を
圖
り
、
寛
丈
十

二
年
武
家
諸
法
度
を
改
訂
し
「
萬
事
江
戸
之
法
度
於
國
疎
所
々
可
蓮
行
之
事
」
を
命
じ
ご
以
來
、
諸
藩
の
法
律
制
度
は
ほ
ぼ
幕
府
法
に
準
擦
す
る

に
至
つ
た
。
と
は
い
え
、
封
建
制
度
の
時
代
に
全
國
の
藩
が
ず
べ
て
幕
府
法
と
全
バ
同
一
の
法
律
を
施
行
し
た
と
は
い
え
な
い
。
種
汝
の
事
情
か

ら
地
方
的
特
異
性
を
長
く
保
持
し
た
藩
も
決
七
て
す
く
な
く
な
い
。
刑
法
¢
分
野
か
ら
各
藩
法
を
見
る
に
、
大
髄
二
つ
の
系
統
に
分
け
ら
れ
る
。

そ
の
一
は
・
幕
府
法
の
方
針
、
内
容
を
比
較
的
忠
實
に
趣
守
し
た
も
の
で
、
中
に
は
御
定
書
の
制
定
に
徴
い
、
自
藩
で
も
そ
の
内
容
を
撰
取
し
て

成
女
刑
法
典
を
編
纂
し
た
も
の
も
あ
る
。
ぞ
の
二
は
、
幕
府
法
の
影
響
が
比
較
的
弱
く
、
い
わ
ば
ロ
ー
カ
ル
カ
ラ
ー
の
濃
い
も
の
で
あ
つ
て
、
そ

の
中
に
は
明
律
を
糧
受
し
成
丈
刑
法
典
を
編
纂
し
た
も
の
す
ら
あ
る
。

格
鮒
塚
ら
砦
袈
藩
裂
肉
竃
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
笙
の
類
謬
學
べ
竃
の
ゑ
、
釜
う
．
私
藏
録
の
格
に
は
、
存
在

　
　
　
　
刑
法
局
格
例
調
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九



　
　
　
刑
法
局
格
例
訓
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

し
な
い
押
込
が
、
格
式
秘
書
、
格
例
調
に
は
採
用
さ
れ
、
限
定
責
任
能
力
の
年
齢
が
十
七
歳
か
ら
十
五
歳
に
攣
化
し
、
ま
た
格
例
調
の
み
に
あ
る

　
　
　
　
　
　
（
1
）

償
鏡
（
過
料
刑
）
は
、
そ
の
例
に
よ
つ
て
か
な
り
多
く
適
用
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
得
る
が
、
こ
れ
ら
は
御
定
書
の
規
定
に
か
な
り
鏡
敏
な
感
受
性

を
示
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
が
。
も
ち
ろ
ん
御
定
書
の
内
容
を
全
面
的
に
う
け
入
れ
た
も
の
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
入
墨
、
非
人
手
下
、
敲
、

剃
髪
等
の
刑
名
は
す
く
な
く
と
も
格
式
秘
書
、
格
例
調
町
記
載
に
は
現
わ
れ
て
い
な
い
し
、
ま
た
島
奴
を
含
む
奴
刑
、
牢
舎
刑
、
永
牢
等
に
は
藩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

凋
特
の
色
彩
も
み
と
め
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
大
膿
の
基
本
的
態
度
は
、
幕
府
法
の
動
向
に
比
較
的
忠
實
で
あ
つ
た
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

　
し
か
し
、
幕
府
の
行
刑
方
針
は
、
御
定
書
制
定
以
來
、
幕
末
ま
で
不
愛
で
あ
つ
た
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
制
度
、
運
用
、
並
び
に
そ

れ
を
裏
付
け
る
刑
法
思
潮
に
は
、
か
な
り
の
進
歩
、
獲
展
の
跡
が
み
と
め
ら
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
特
に
制
度
の
面
に
お
い
て
注
目
を
惹
く
の
は
寛

（
旨
O
O
）

政
二
年
人
足
寄
場
の
制
度
で
あ
る
。
こ
の
制
度
は
、
わ
が
國
に
お
け
る
近
代
的
自
由
刑
の
焚
端
を
意
味
す
る
も
砂
で
あ
つ
た
っ
各
藩
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
お
ら

も
、
徳
川
時
代
中
期
以
降
、
近
代
的
自
由
刑
類
似
の
制
度
を
設
け
た
も
の
も
か
な
り
多
い
。
そ
の
も
つ
と
も
古
い
の
は
、
寳
暦
四
年
熊
本
藩
の
徒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
旨
脇
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

刑
で
あ
る
。
仙
嚢
藩
に
お
い
て
も
、
明
和
二
年
林
子
耶
は
前
掲
上
書
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
一
種
の
徒
刑
制
度
を
提
唱
し
て
い
る
。

　
　
一
　
他
國
御
追
放
と
申
候
、
御
仕
置
を
可
レ
被
二
相
止
一
候
。
御
國
中
の
事
を
他
所
へ
漏
ら
L
候
て
、
不
レ
宜
事
に
て
御
座
候
。
勿
論
何
方
切
の
御
追
放
と
申
事

　
　
も
、
被
二
相
止
一
候
は
黛
可
レ
然
奉
レ
存
候
。

　
　
一
　
當
時
は
、
世
上
皆
不
術
に
て
響
人
を
使
ひ
候
事
を
不
レ
仕
候
。
只
改
易
の
追
放
の
と
申
候
て
、
其
家
を
つ
ぶ
し
、
其
人
を
流
浪
さ
せ
る
ば
か
り
を
、
仕
置

　
　
と
仕
候
。
此
故
に
人
々
涜
浪
中
の
口
す
ぎ
の
爲
・
色
々
の
も
く
さ
ん
を
初
め
候
て
・
悪
を
致
候
者
多
く
罷
成
申
候
。
此
故
に
向
後
は
、
御
改
易
御
追
放
杯
の

　
　
人
の
流
浪
致
候
御
仕
置
を
ば
被
二
相
止
一
候
て
・
只
罪
の
品
を
大
中
小
の
三
に
被
二
相
分
』
、
大
は
死
罪
、
中
は
流
罪
、
小
は
何
と
か
名
を
附
候
て
、
御
城
下
近

　
　
所
に
一
構
の
屋
敷
を
被
二
相
立
一
、
右
の
屋
敷
へ
年
激
を
限
り
、
可
レ
被
二
相
入
『
年
限
中
は
何
ぞ
役
遊
可
レ
被
二
仰
付
一
候
。
役
と
は
細
工
織
物
杯
相
鷹
の
事
を
、

　
　
被
二
仰
付
一
候
事
に
て
御
座
候
。
勿
論
流
罪
の
者
を
も
・
相
懸
に
可
レ
被
二
召
使
『
候
。
此
類
は
皆
古
法
に
て
御
座
候
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
3
）

　
熊
本
藩
の
徒
刑
に
遅
れ
る
こ
と
十
一
年
で
あ
る
。
ま
牝
、
幕
末
最
後
の
藩
主
伊
達
慶
邦
の
「
藩
政
改
革
畳
書
」
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
．

　
　
是
迄
之
遠
近
追
放
之
刑
相
控
、
重
奴
に
申
付
、
松
前
へ
召
仕
候
と
う
・
叉
新
田
開
護
等
・
何
そ
國
産
取
開
方
に
召
仕
可
申
候
事



　
　
　
附
り
身
代
金
を
以
、
身
請
は
不
相
成
、
罪
之
輕
重
次
第
、
年
敷
之
長
短
相
定
可
申
（
下
略
）

　
と
あ
る
・
重
奴
は
、
す
な
わ
ち
有
期
徒
刑
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
提
案
も
途
に
幕
末
ま
で
實
現
を
み
す
に
終
つ
た
。
そ
れ
が
た
め
、
仙
豪
藩
刑

法
の
中
に
は
、
近
代
刑
法
田
心
潮
の
胎
動
を
全
く
見
出
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
（
完
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ぎ
　

　
（
1
）
　
幕
府
法
の
過
料
刑
は
、
享
保
三
年
以
來
、
一
般
的
刑
罰
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
詳
し
く
は
金
田
卒
一
郎
稿
「
徳
川
時
代
過
料
刑
小
考
」
（
國
家
墨
會
五
＋

　
　
　
年
論
丈
集
五
五
頁
以
下
）
参
照
。

　
（
2
）
　
前
掲
仙
塵
叢
書
策
二
巻
三
三
一
頁
。

　
（
3
）
　
大
日
本
古
丈
書
、
伊
蓬
象
交
書
の
九
、
五
〇
九
頁
－
五
一
〇
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
〇
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

　
（
4
）
　
仙
寮
藩
は
丈
化
四
年
以
來
、
束
蝦
夷
地
の
警
備
を
推
當
し
、
慶
邦
の
時
代
に
も
安
攻
二
年
以
來
幕
命
に
て
南
千
島
を
警
備
し
て
い
た
（
前
榴
宮
城
縣
麺
史

　
　
　
二
一
三
頁
－
一
二
八
頁
）
。
奴
刑
者
を
こ
の
地
に
派
遣
し
て
、
努
役
に
就
か
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

後
記
　
伊
蓮
家
の
記
録
及
び
仙
豪
郷
土
史
關
係
の
資
料
を
ほ
と
ん
ど
利
用
す
る
機
曾
を
持
た
な
か
つ
た
の
で
、
本
稿
は
建
に
未
熟
な
も
の
と
な
り
、
掲
載
を
鋳
躇

　
　
し
た
が
、
仙
毫
藩
刑
法
の
綜
合
的
研
究
は
將
來
に
留
保
し
、
本
稿
は
格
例
調
を
通
じ
て
み
た
一
研
究
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
ひ
と
ま
ず
嚢
表
す
る
こ
と
に

　
　
し
た
。
御
寛
恕
を
乞
い
た
い
。

刑
法
局
格
例
調
考

三
一


